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出
雲
商
工
会
議
所

　会
頭

福

　間

　正

　純

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま

す
。 

平
素
は
、当
所
の
事
業
活
動
に
対
し
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
11
月
の
役
員
・
議
員
改
選
に
伴
い
、

当
所
は
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て
誠
心
誠
意
尽
く
す
べ
く
、役
員
・

議
員
一
同
、決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
経
済
は
長
き
に
わ
た
る
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
と
「
成
長
型
経
済
」
へ
の
転

換
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
を
支
え

る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
依
然
と
し
て
人
手
不
足
や

原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
そ

し
て
賃
上
げ
へ
の
対
応
な
ど
、
困
難
な
課

題
に
直
面
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
激

動
の
時
代
に
お
い
て
、
私
ど
も
は
会
員
事

業
所
の
皆
様
の「
稼
ぐ
力
の
強
化
」と「
持

続
的
な
発
展
」
を
全
力
で
支
え
、
地
域
経

済
の
再
活
性
化
を
牽
引
す
る
覚
悟
で
す
。

本
年
は
、
企
業
の
変
革
と
成
長
を
加
速

さ
せ
る
た
め
、
以
下
の
重
点
事
項
に
邁
進

し
て
い
き
ま
す
。

第
一
に
、「
Ｄ
Ｘ
と
Ｇ
Ｘ
の
実
践
的
推

進
」
で
す
。
Ｄ
Ｘ
推
進
委
員
会
お
よ
び
Ｇ

Ｘ
推
進
委
員
会
を
中
心
と
し
た
活
動
を
さ

ら
に
深
化
さ
せ
ま
す
。
単
な
る
知
識
の
習

得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
会
員
事
業
所
の
皆
様

が
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
生
産
性
を

向
上
さ
せ
、
脱
炭
素
を
新
た
な
成
長
の
機

会
と
捉
え
て
企
業
価
値
を
高
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
具
体
的
な
導
入
支
援
と
伴
走

型
支
援
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

第
二
に
、「
事
業
承
継
と
創
業
支
援
に

よ
る
地
域
活
力
の
維
持
」
で
す
。
経
営
者

の
高
齢
化
が
進
む
中
、
事
業
承
継
は
地
域

経
済
の
基
盤
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
喫
緊

の
課
題
で
す
。
後
継
者
不
在
に
よ
る
廃
業

を
防
ぐ
た
め
、
親
族
内
承
継
の
み
な
ら

ず
、
第
三
者
承
継
（
Ｍ
＆
Ａ
）
の
マ
ッ
チ

ン
グ
支
援
も
含
め
、
個
々
の
企
業
の
ニ
ー

ズ
を
丁
寧
に
掘
り
起
こ
し
、
円
滑
な
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
を
強
力
に
後
押
し
し
ま
す
。
同

時
に
、
地
域
の
新
た
な
活
力
を
生
み
出
す

創
業
支
援
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と
連

携
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
ま
す
。

第
三
に
、「
交
流
人
口
の
拡
大
と
中
心

市
街
地
の
活
性
化
」
で
す
。
山
陰
道
の
開

通
等
に
よ
り
高
ま
っ
た
広
域
観
光
へ
の
期

待
を
確
実
な
成
果
へ
と
繋
げ
る
た
め
、
出

雲
市
観
光
基
本
計
画
と
も
連
動
し
、「
通

過
型
」
か
ら
「
滞
在
型
」
観
光
へ
の
転
換

を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
地
域
内
資
金

循
環
の
切
り
札
と
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
地
域

通
貨
（
い
ず
も
縁
結
び
Ｐ
Ａ
Ｙ
）」
の
普 

及
・
促
進
に
注
力
し
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
に
よ
る
利
便
性
向
上
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
域
内
で
の
消
費
を
確
実
に
囲
い

込
み
、
地
域
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
す

基
盤
と
し
て
定
着
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い
る
「
ま
ち

ゼ
ミ
」
や
「
出
雲
直
会
バ
ル
」
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
と
も
連
携
し
、
中
心
市
街
地
の
に

ぎ
わ
い
創
出
と
消
費
喚
起
に
努
め
ま
す
。

そ
し
て
、
新
体
制
で
迎
え
る
本
年
は
、

当
所
に
と
り
ま
し
て
も
極
め
て
意
義
深
い

一
年
と
な
り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
当

所
は
来
る
10
月
に
創
立
80
周
年
を
迎
え
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な
節
目

を
会
員
事
業
所
の
皆
様
と
と
も
に
祝
い
、

未
来
へ
の
決
意
を
新
た
に
す
る
た
め
、
記

念
式
典
や
記
念
講
演
会
、
祝
賀
会
な
ど
の

開
催
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
80
年
と
い
う

長
き
に
わ
た
り
地
域
経
済
を
支
え
て
こ
ら

れ
た
先
人
た
ち
の
功
績
に
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
記
念
事
業
を
契
機
と
し

て
、
出
雲
の
商
工
業
が
次
の
10
年
、
20
年

へ
と
力
強
く
飛
躍
す
る
た
め
の
「
新
た
な

出
発
点
」
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
創
立
80
周
年
を
迎
え
る
本
年

が
、
出
雲
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
の
年
と

な
り
、
会
員
事
業
所
の
皆
様
の
事
業
が
益 

々
ご
隆
盛
さ
れ
ま
す
こ
と
、
な
ら
び
に
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申

し
あ
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま 

す
。

創
立
創
立
8080
年
の
歴
史
と
新
体
制
の
力
で
、

年
の
歴
史
と
新
体
制
の
力
で
、

地
域
と
共
に
未
来
へ
飛
躍
す
る
一
年
に

地
域
と
共
に
未
来
へ
飛
躍
す
る
一
年
に
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　会
頭

福

　間

　正

　純

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま

す
。 

平
素
は
、当
所
の
事
業
活
動
に
対
し
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
11
月
の
役
員
・
議
員
改
選
に
伴
い
、

当
所
は
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て
誠
心
誠
意
尽
く
す
べ
く
、役
員
・

議
員
一
同
、決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
経
済
は
長
き
に
わ
た
る
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
と
「
成
長
型
経
済
」
へ
の
転

換
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
を
支
え

る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
依
然
と
し
て
人
手
不
足
や

原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
そ

し
て
賃
上
げ
へ
の
対
応
な
ど
、
困
難
な
課

題
に
直
面
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
激

動
の
時
代
に
お
い
て
、
私
ど
も
は
会
員
事

業
所
の
皆
様
の「
稼
ぐ
力
の
強
化
」と「
持

続
的
な
発
展
」
を
全
力
で
支
え
、
地
域
経

済
の
再
活
性
化
を
牽
引
す
る
覚
悟
で
す
。

本
年
は
、
企
業
の
変
革
と
成
長
を
加
速

さ
せ
る
た
め
、
以
下
の
重
点
事
項
に
邁
進

し
て
い
き
ま
す
。

第
一
に
、「
Ｄ
Ｘ
と
Ｇ
Ｘ
の
実
践
的
推

進
」
で
す
。
Ｄ
Ｘ
推
進
委
員
会
お
よ
び
Ｇ

Ｘ
推
進
委
員
会
を
中
心
と
し
た
活
動
を
さ

ら
に
深
化
さ
せ
ま
す
。
単
な
る
知
識
の
習

得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
会
員
事
業
所
の
皆
様

が
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
生
産
性
を

向
上
さ
せ
、
脱
炭
素
を
新
た
な
成
長
の
機

会
と
捉
え
て
企
業
価
値
を
高
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
具
体
的
な
導
入
支
援
と
伴
走

型
支
援
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

第
二
に
、「
事
業
承
継
と
創
業
支
援
に

よ
る
地
域
活
力
の
維
持
」
で
す
。
経
営
者

の
高
齢
化
が
進
む
中
、
事
業
承
継
は
地
域

経
済
の
基
盤
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
喫
緊

の
課
題
で
す
。
後
継
者
不
在
に
よ
る
廃
業

を
防
ぐ
た
め
、
親
族
内
承
継
の
み
な
ら

ず
、
第
三
者
承
継
（
Ｍ
＆
Ａ
）
の
マ
ッ
チ

ン
グ
支
援
も
含
め
、
個
々
の
企
業
の
ニ
ー

ズ
を
丁
寧
に
掘
り
起
こ
し
、
円
滑
な
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
を
強
力
に
後
押
し
し
ま
す
。
同

時
に
、
地
域
の
新
た
な
活
力
を
生
み
出
す

創
業
支
援
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と
連

携
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
ま
す
。

第
三
に
、「
交
流
人
口
の
拡
大
と
中
心

市
街
地
の
活
性
化
」
で
す
。
山
陰
道
の
開

通
等
に
よ
り
高
ま
っ
た
広
域
観
光
へ
の
期

待
を
確
実
な
成
果
へ
と
繋
げ
る
た
め
、
出

雲
市
観
光
基
本
計
画
と
も
連
動
し
、「
通

過
型
」
か
ら
「
滞
在
型
」
観
光
へ
の
転
換

を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
地
域
内
資
金

循
環
の
切
り
札
と
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
地
域

通
貨
（
い
ず
も
縁
結
び
Ｐ
Ａ
Ｙ
）」
の
普 

及
・
促
進
に
注
力
し
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
に
よ
る
利
便
性
向
上
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
域
内
で
の
消
費
を
確
実
に
囲
い

込
み
、
地
域
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
す

基
盤
と
し
て
定
着
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い
る
「
ま
ち

ゼ
ミ
」
や
「
出
雲
直
会
バ
ル
」
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
と
も
連
携
し
、
中
心
市
街
地
の
に

ぎ
わ
い
創
出
と
消
費
喚
起
に
努
め
ま
す
。

そ
し
て
、
新
体
制
で
迎
え
る
本
年
は
、

当
所
に
と
り
ま
し
て
も
極
め
て
意
義
深
い

一
年
と
な
り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
当

所
は
来
る
10
月
に
創
立
80
周
年
を
迎
え
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な
節
目

を
会
員
事
業
所
の
皆
様
と
と
も
に
祝
い
、

未
来
へ
の
決
意
を
新
た
に
す
る
た
め
、
記

念
式
典
や
記
念
講
演
会
、
祝
賀
会
な
ど
の

開
催
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
80
年
と
い
う

長
き
に
わ
た
り
地
域
経
済
を
支
え
て
こ
ら

れ
た
先
人
た
ち
の
功
績
に
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
記
念
事
業
を
契
機
と
し

て
、
出
雲
の
商
工
業
が
次
の
10
年
、
20
年

へ
と
力
強
く
飛
躍
す
る
た
め
の
「
新
た
な

出
発
点
」
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
創
立
80
周
年
を
迎
え
る
本
年

が
、
出
雲
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
の
年
と

な
り
、
会
員
事
業
所
の
皆
様
の
事
業
が
益 

々
ご
隆
盛
さ
れ
ま
す
こ
と
、
な
ら
び
に
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申

し
あ
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま 

す
。

創
立
創
立
8080
年
の
歴
史
と
新
体
制
の
力
で
、

年
の
歴
史
と
新
体
制
の
力
で
、

地
域
と
共
に
未
来
へ
飛
躍
す
る
一
年
に

地
域
と
共
に
未
来
へ
飛
躍
す
る
一
年
に

新年のごあいさつ新年のごあいさつ
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日
本
商
工
会
議
所

　会
頭

小

　林

　
　健

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

２
０
２
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ
】

さ
て
、
昨
年
の
世
界
情
勢
は
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長

期
化
や
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
と
い
っ

た
地
政
学
リ
ス
ク
に
加
え
、
関
税
・

輸
出
管
理
・
産
業
補
助
・
投
資
審
査

な
ど
が
複
合
的
に
作
用
し
、
通
商
環

境
の
再
編
が
進
行
す
る
な
ど
、
不
確

実
性
が
一
段
と
高
ま
っ
た
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。

国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
日
本

経
済
は
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
に
向

け
た
兆
し
が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
物
価
上
昇

に
賃
金
が
追
い
つ
か
ず
、
実
質
賃
金

の
着
実
な
回
復
が
最
大
の
課
題
で
す
。

長
年
に
わ
た
り
染
み
つ
い
た
デ
フ
レ

マ
イ
ン
ド
を
払
拭
し
、
成
長
の
果
実

を
賃
金
や
投
資
へ
確
実
に
循
環
さ
せ

る
こ
と
こ
そ
、
日
本
経
済
の
「
再
出

発
」
に
向
け
た
最
大
の
鍵
で
あ
り
ま

す
。こ

う
し
た
中
、
国
政
に
お
い
て
は
、

憲
政
史
上
初
の
女
性
総
理
と
し
て
高

市
総
理
が
誕
生
し
、
就
任
直
後
か

ら
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
を
は
じ
め
各

国
首
脳
と
の
会
談
を
精
力
的
に
行
い
、

首
脳
間
の
信
頼
醸
成
に
努
め
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
市
総
理
が
議

長
を
務
め
る「
日
本
成
長
戦
略
会
議
」

に
お
き
ま
し
て
も
、
Ａ
Ｉ
・
半
導
体
、

造
船
、
量
子
な
ど
17
の
戦
略
分
野
へ

の
投
資
に
加
え
、
人
的
資
本
の
強
化
、

労
働
市
場
改
革
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
、
賃
上
げ
環
境
整
備
な
ど
、
将

来
の
成
長
力
を
高
め
る
政
策
課
題
が

明
確
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
成
長

戦
略
と
歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
、
民
間

の
現
場
か
ら
具
体
的
な
提
言
と
実
行

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
私
ど

も
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

【
成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た

る
も
の
に
～
「
変
革
」
と
「
価
値
共

創
」】わ

が
国
の
経
済
は
、
成
長
型
経
済

へ
の
移
行
に
向
け
た
正
念
場
を
迎
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
企
業
数
の

99
・
７
％
、
雇
用
の
約
７
割
（
３
大

都
市
圏
を
除
く
と
約
９
割
）
を
占
め

る
中
小
企
業
は
、
円
安
・
原
油
高
に

伴
う
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な

ど
の
高
騰
、
人
手
不
足
や
労
務
費
の

増
加
、
さ
ら
に
は
消
費
低
迷
な
ど
多

く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
確
固
た

る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の

年
頭
所
感

年
頭
所
感    

変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発

変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出
発
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企
業
が
自
己
変
革
を
果
た
し
、
変
化

す
る
外
部
環
境
に
適
応
し
て
い
く
な

ど
、
絶
え
ず
「
変
革
」
に
挑
み
続
け

る
姿
勢
が
重
要
で
す
。
同
時
に
、
不

確
実
性
の
時
代
に
お
い
て
は
、
多
様

な
主
体
が
互
い
の
強
み
を
持
ち
寄
り
、

新
た
な
価
値
を
共
に
創
り
、
共
に
分

か
ち
合
う
「
価
値
共
創
」
の
発
想
こ

そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
を
支

え
る
基
盤
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

【「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経

済
の
再
出
発
」
に
向
け
た
三
つ
の
重

点
課
題
】

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
私
は
今
期

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
変
革
と
価

値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出

発
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
以
下
の
３
点
を
重
点
課

題
と
し
て
当
所
の
運
営
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

１
点
目
は
「
成
長
型
経
済
の
実
現

に
向
け
た
環
境
整
備
」
で
す
。
成
長

型
経
済
を
実
現
す
る
に
は
、
コ
ス

ト
プ
ッ
シ
ュ
型
イ
ン
フ
レ
か
ら
、
需

要
拡
大
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
プ
ル
型
イ

ン
フ
レ
へ
と
転
換
し
、
賃
金
と
投
資

の
好
循
環
を
持
続
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
適
切
な

価
格
転
嫁
と
取
引
適
正
化
の
推
進
は
、

賃
上
げ
原
資
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

官
民
を
挙
げ
て
一
層
強
化
す
べ
き
課

題
で
す
。
加
え
て
、
経
済
安
全
保
障

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
両
立
、

過
度
な
円
安
の
是
正
に
向
け
た
金
融

政
策
、
人
手
不
足
へ
の
対
応
、
持
続

可
能
な
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
の

構
築
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
点
目
は
「
変
革
と
価
値
共
創
に

よ
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

『
稼
ぐ
力
』
の
強
化
」
で
す
。
成
長

型
経
済
の
実
現
に
は
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
付
加
価
値
と
生
産

性
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
新
分

野
進
出
、
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
推
進
、
知

的
財
産
の
創
造
・
保
護
・
活
用
、
海

外
展
開
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連

携
な
ど
へ
の
挑
戦
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
事
業
承
継
を
契
機
と
し
て
、

よ
り
強
く
魅
力
あ
る
企
業
へ
と
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

３
点
目
は
「
地
域
の
稼
ぐ
力
の
向

上
に
よ
る
地
域
経
済
循
環
の
推
進
」

で
す
。
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く

り
、
地
域
に
新
た
な
投
資
を
呼
び
込

む
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
税
財
政

支
援
、
地
域
の
産
業
を
担
う
人
材
の

確
保
・
育
成
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
商
工
会
議
所
の
主
要
な
活

動
テ
ー
マ
で
あ
り
、
当
所
は
も
と
よ

り
、
各
地
商
工
会
議
所
が
中
核
と

な
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
心
よ

り
期
待
い
た
し
ま
す
。

【「
現
場
主
義
・
双
方
向
主
義
」
の
発

展
】私

は
「
原
点
は
対
話
で
あ
る
」
と

い
う
信
念
の
下
、
会
頭
就
任
以
来
、

全
国
各
地
を
訪
問
し
、
地
域
や
事
業

者
の
生
の
声
を
伺
い
、
各
地
域
が
抱

え
る
課
題
の
把
握
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
は
「
現
場
主
義
・
双

方
向
主
義
」
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

現
場
の
声
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が

ら
、
中
小
企
業
と
地
域
の
活
性
化
、

日
本
経
済
の
さ
ら
な
る
成
長
に
向
け

て
、
皆
さ
ま
と
共
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
多
大
な

る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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ま
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。
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０
２
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

【
成
長
の
果
実
を
賃
金
や
投
資
へ
】

さ
て
、
昨
年
の
世
界
情
勢
は
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長

期
化
や
中
東
情
勢
の
緊
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化
と
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っ

た
地
政
学
リ
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に
加
え
、
関
税
・
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理
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産
業
補
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な
ど
が
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的
に
作
用
し
、
通
商
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境
の
再
編
が
進
行
す
る
な
ど
、
不
確

実
性
が
一
段
と
高
ま
っ
た
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。

国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
日
本

経
済
は
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
に
向

け
た
兆
し
が
明
確
に
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り
つ
つ
あ
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ま
す
が
、
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然
と
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て
物
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上
昇

に
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金
が
追
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つ
か
ず
、
実
質
賃
金

の
着
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な
回
復
が
最
大
の
課
題
で
す
。
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年
に
わ
た
り
染
み
つ
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た
デ
フ
レ

マ
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ド
を
払
拭
し
、
成
長
の
果
実

を
賃
金
や
投
資
へ
確
実
に
循
環
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せ

る
こ
と
こ
そ
、
日
本
経
済
の
「
再
出

発
」
に
向
け
た
最
大
の
鍵
で
あ
り
ま

す
。こ

う
し
た
中
、
国
政
に
お
い
て
は
、

憲
政
史
上
初
の
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性
総
理
と
し
て
高

市
総
理
が
誕
生
し
、
就
任
直
後
か

ら
ト
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ン
プ
米
大
統
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を
は
じ
め
各

国
首
脳
と
の
会
談
を
精
力
的
に
行
い
、

首
脳
間
の
信
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成
に
努
め
て
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ま
し
た
。
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本
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な
提
言
と
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を
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く
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が
、
私
ど

も
の
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で
あ
り
ま
す
。
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経
済
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の
転
換
を
確
固
た

る
も
の
に
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「
変
革
」
と
「
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共

創
」】わ

が
国
の
経
済
は
、
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型
経
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の
移
行
に
向
け
た
正
念
場
を
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え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
企
業
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の
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・
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割
（
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都
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を
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と
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を
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る
中
小
企
業
は
、
円
安
・
原
油
高
に

伴
う
原
材
料
・
エ
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ル
ギ
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価
格
な

ど
の
高
騰
、
人
手
不
足
や
労
務
費
の
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加
、
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に
は
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企
業
が
自
己
変
革
を
果
た
し
、
変
化

す
る
外
部
環
境
に
適
応
し
て
い
く
な

ど
、
絶
え
ず
「
変
革
」
に
挑
み
続
け

る
姿
勢
が
重
要
で
す
。
同
時
に
、
不

確
実
性
の
時
代
に
お
い
て
は
、
多
様

な
主
体
が
互
い
の
強
み
を
持
ち
寄
り
、

新
た
な
価
値
を
共
に
創
り
、
共
に
分

か
ち
合
う
「
価
値
共
創
」
の
発
想
こ

そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
を
支

え
る
基
盤
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

【「
変
革
と
価
値
共
創
に
よ
る
日
本
経

済
の
再
出
発
」
に
向
け
た
三
つ
の
重

点
課
題
】

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
私
は
今
期

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
変
革
と
価

値
共
創
に
よ
る
日
本
経
済
の
再
出

発
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
以
下
の
３
点
を
重
点
課

題
と
し
て
当
所
の
運
営
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

１
点
目
は
「
成
長
型
経
済
の
実
現

に
向
け
た
環
境
整
備
」
で
す
。
成
長

型
経
済
を
実
現
す
る
に
は
、
コ
ス

ト
プ
ッ
シ
ュ
型
イ
ン
フ
レ
か
ら
、
需

要
拡
大
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
プ
ル
型
イ

ン
フ
レ
へ
と
転
換
し
、
賃
金
と
投
資

の
好
循
環
を
持
続
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
適
切
な

価
格
転
嫁
と
取
引
適
正
化
の
推
進
は
、

賃
上
げ
原
資
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

官
民
を
挙
げ
て
一
層
強
化
す
べ
き
課

題
で
す
。
加
え
て
、
経
済
安
全
保
障

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
両
立
、

過
度
な
円
安
の
是
正
に
向
け
た
金
融

政
策
、
人
手
不
足
へ
の
対
応
、
持
続

可
能
な
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
の

構
築
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
点
目
は
「
変
革
と
価
値
共
創
に

よ
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

『
稼
ぐ
力
』
の
強
化
」
で
す
。
成
長

型
経
済
の
実
現
に
は
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
付
加
価
値
と
生
産

性
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
新
分

野
進
出
、
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
推
進
、
知

的
財
産
の
創
造
・
保
護
・
活
用
、
海

外
展
開
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連

携
な
ど
へ
の
挑
戦
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
事
業
承
継
を
契
機
と
し
て
、

よ
り
強
く
魅
力
あ
る
企
業
へ
と
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

３
点
目
は
「
地
域
の
稼
ぐ
力
の
向

上
に
よ
る
地
域
経
済
循
環
の
推
進
」

で
す
。
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く

り
、
地
域
に
新
た
な
投
資
を
呼
び
込

む
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
税
財
政

支
援
、
地
域
の
産
業
を
担
う
人
材
の

確
保
・
育
成
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
商
工
会
議
所
の
主
要
な
活

動
テ
ー
マ
で
あ
り
、
当
所
は
も
と
よ

り
、
各
地
商
工
会
議
所
が
中
核
と

な
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
心
よ

り
期
待
い
た
し
ま
す
。

【「
現
場
主
義
・
双
方
向
主
義
」
の
発

展
】私

は
「
原
点
は
対
話
で
あ
る
」
と

い
う
信
念
の
下
、
会
頭
就
任
以
来
、

全
国
各
地
を
訪
問
し
、
地
域
や
事
業

者
の
生
の
声
を
伺
い
、
各
地
域
が
抱

え
る
課
題
の
把
握
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
は
「
現
場
主
義
・
双

方
向
主
義
」
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

現
場
の
声
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が

ら
、
中
小
企
業
と
地
域
の
活
性
化
、

日
本
経
済
の
さ
ら
な
る
成
長
に
向
け

て
、
皆
さ
ま
と
共
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
多
大
な

る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。出

雲
商
工
会
議
所
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
地
域
商

工
業
の
発
展
な
ら
び
に
地
域
経
済
の

活
性
化
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
事
業
所
の
皆
様
に
は
、

自
社
事
業
の
着
実
な
継
続
と
発
展
を

通
じ
て
、
地
域
の
雇
用
と
経
済
基
盤

を
力
強
く
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
重
ね
て
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
経
済
情
勢
を
見
ま

す
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
の

高
騰
、
円
安
が
依
然
と
し
て
続
く
な

か
、
賃
金
上
昇
や
社
会
保
険
料
の
負

担
の
増
加
も
重
な
り
、
事
業
者
の
皆

様
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
県
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
削
減
効
果
の
高
い
設
備
投
資
等
へ

の
支
援
を
拡
充
す
る
な
ど
、
引
き
続

き
、
県
内
事
業
者
の
皆
様
の
収
益
力

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
国
政
に
お
き
ま
し
て
は
、

昨
年
10
月
に
高
市
内
閣
が
発
足
し
、

強
い
経
済
の
実
現
を
目
指
す
べ
く
、

物
価
高
対
策
や
成
長
投
資
な
ど
を
柱

と
し
た
総
合
経
済
対
策
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

こ
う
し
た
国
の
動
向
を
踏
ま
え
つ

つ
、
昨
年
11
月
に
は
、
国
に
対
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

や
、
価
格
転
嫁
及
び
賃
上
げ
対
策
に

つ
い
て
重
点
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
県
内
事

業
者
の
皆
様
を
支
え
る
た
め
、
引
き

続
き
国
の
動
向
や
社
会
情
勢
を
注
視

し
な
が
ら
、
県
内
経
済
の
回
復
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。さ

ら
に
、
県
で
は
令
和
７
年
度
か

ら
「
第
２
期
島
根
創
生
計
画
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、「
人
口
減
少
に
打
ち

勝
ち
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
島
根
」
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

産
業
振
興
に
お
い
て
は
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
が
力
強

く
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、
多
様
な

人
材
の
確
保
・
育
成
、
雇
用
の
場
の

創
出
、
価
格
転
嫁
の
促
進
や
生
産
性

の
向
上
支
援
等
に
力
を
入
れ
て
ま
い

り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
島
根
県
の
商
工
業
の
発
展
や
地

域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
、
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
方
に

と
り
ま
し
て
、
希
望
と
活
力
に
あ
ふ

れ
た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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出
雲
市
長

飯

　塚

　俊

　之

『
出
雲
力
』
で
創
る
出
雲
市
の
未
来

『
出
雲
力
』
で
創
る
出
雲
市
の
未
来

～
誰
も
が
笑
顔
に
な
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
～

～
誰
も
が
笑
顔
に
な
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
～

令
和
８
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
謹

ん
で
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
。

出
雲
商
工
会
議
所
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ

げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
地
域
経
済

の
発
展
や
商
工
業
の
振
興
に
ご
尽
力

い
た
だ
く
の
み
な
ら
ず
、
市
政
全
般

に
わ
た
り
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。さ

て
、
近
年
、
わ
が
国
で
は
、
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
加
え
、
世

界
経
済
情
勢
の
変
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
食
料
品
等
の
物
価
高
騰
、
人
手
不

足
や
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
る

賃
上
げ
対
策
な
ど
、
多
く
の
課
題
に

直
面
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

「
出
雲
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
、
多
様
な

産
業
や
、
独
自
の
歴
史
・
文
化
な
ど
、

「
出
雲
」
の
総
合
的
な
力
「
出
雲
力
」

を
最
大
限
に
活
用
し
、
各
種
施
策
を

前
へ
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
難
局
を

乗
り
越
え
て
い
く
決
意
で
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
影
響
を
受
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
業
者
の
皆
様
を

支
援
す
る
た
め
、
事
業
継
続
に
向
け

た
経
済
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
出
雲
市
デ
ジ
タ
ル
地
域
通

貨
「
い
ず
も
縁
結
び
Ｐ
Ａ
Ｙ
」
を
活

用
し
、
消
費
喚
起
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

し
て
商
品
券
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
地
域
内
で
の
経
済
循
環
の
促
進

や
、
物
価
高
騰
対
策
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、「
い

ず
も
縁
結
び
Ｐ
Ａ
Ｙ
」
の
運
用
を
と

お
し
て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指

し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
総
合
振
興
計
画
「
出

雲
新
話
２
０
３
０
」
に
基
づ
き
、
事

業
者
の
皆
様
と
「
出
雲
力
」
を
活
か

し
な
が
ら
着
実
に
市
政
を
前
へ
と
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

貴
会
議
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

本
年
は
創
立
80
周
年
を
迎
え
ら
れ
る

節
目
の
年
で
す
。
長
年
に
わ
た
り
市

内
事
業
者
の
最
も
身
近
な
支
援
機
関

と
し
て
、
き
め
細
や
か
な
支
援
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
ご
功
績
に
敬
意

を
表
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
活
力

あ
ふ
れ
る
企
業
づ
く
り
に
ご
尽
力
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
市
政
運
営
へ
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

結
び
に
、
出
雲
商
工
会
議
所
及
び

会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
本
年
が
実

り
あ
る
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。出

雲
商
工
会
議
所
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
地
域
商

工
業
の
発
展
な
ら
び
に
地
域
経
済
の

活
性
化
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
事
業
所
の
皆
様
に
は
、

自
社
事
業
の
着
実
な
継
続
と
発
展
を

通
じ
て
、
地
域
の
雇
用
と
経
済
基
盤

を
力
強
く
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
重
ね
て
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
経
済
情
勢
を
見
ま

す
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
の

高
騰
、
円
安
が
依
然
と
し
て
続
く
な

か
、
賃
金
上
昇
や
社
会
保
険
料
の
負

担
の
増
加
も
重
な
り
、
事
業
者
の
皆

様
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
県
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
削
減
効
果
の
高
い
設
備
投
資
等
へ

の
支
援
を
拡
充
す
る
な
ど
、
引
き
続

き
、
県
内
事
業
者
の
皆
様
の
収
益
力

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
国
政
に
お
き
ま
し
て
は
、

昨
年
10
月
に
高
市
内
閣
が
発
足
し
、

強
い
経
済
の
実
現
を
目
指
す
べ
く
、

物
価
高
対
策
や
成
長
投
資
な
ど
を
柱

と
し
た
総
合
経
済
対
策
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

こ
う
し
た
国
の
動
向
を
踏
ま
え
つ

つ
、
昨
年
11
月
に
は
、
国
に
対
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

や
、
価
格
転
嫁
及
び
賃
上
げ
対
策
に

つ
い
て
重
点
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
県
内
事

業
者
の
皆
様
を
支
え
る
た
め
、
引
き

続
き
国
の
動
向
や
社
会
情
勢
を
注
視

し
な
が
ら
、
県
内
経
済
の
回
復
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。さ

ら
に
、
県
で
は
令
和
７
年
度
か

ら
「
第
２
期
島
根
創
生
計
画
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、「
人
口
減
少
に
打
ち

勝
ち
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
島
根
」
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

産
業
振
興
に
お
い
て
は
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
が
力
強

く
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、
多
様
な

人
材
の
確
保
・
育
成
、
雇
用
の
場
の

創
出
、
価
格
転
嫁
の
促
進
や
生
産
性

の
向
上
支
援
等
に
力
を
入
れ
て
ま
い

り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
島
根
県
の
商
工
業
の
発
展
や
地

域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
、
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
方
に

と
り
ま
し
て
、
希
望
と
活
力
に
あ
ふ

れ
た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

新年のごあいさつ新年のごあいさつ
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出
雲
市
長

飯

　塚

　俊

　之

『
出
雲
力
』
で
創
る
出
雲
市
の
未
来

『
出
雲
力
』
で
創
る
出
雲
市
の
未
来

～
誰
も
が
笑
顔
に
な
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
～

～
誰
も
が
笑
顔
に
な
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
～

令
和
８
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
謹

ん
で
ご
挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
。

出
雲
商
工
会
議
所
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ

げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
地
域
経
済

の
発
展
や
商
工
業
の
振
興
に
ご
尽
力

い
た
だ
く
の
み
な
ら
ず
、
市
政
全
般

に
わ
た
り
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。さ

て
、
近
年
、
わ
が
国
で
は
、
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
加
え
、
世

界
経
済
情
勢
の
変
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
食
料
品
等
の
物
価
高
騰
、
人
手
不

足
や
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
る

賃
上
げ
対
策
な
ど
、
多
く
の
課
題
に

直
面
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

「
出
雲
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
、
多
様
な

産
業
や
、
独
自
の
歴
史
・
文
化
な
ど
、

「
出
雲
」
の
総
合
的
な
力
「
出
雲
力
」

を
最
大
限
に
活
用
し
、
各
種
施
策
を

前
へ
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
難
局
を

乗
り
越
え
て
い
く
決
意
で
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
影
響
を
受
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
業
者
の
皆
様
を

支
援
す
る
た
め
、
事
業
継
続
に
向
け

た
経
済
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
出
雲
市
デ
ジ
タ
ル
地
域
通

貨
「
い
ず
も
縁
結
び
Ｐ
Ａ
Ｙ
」
を
活

用
し
、
消
費
喚
起
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

し
て
商
品
券
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
地
域
内
で
の
経
済
循
環
の
促
進

や
、
物
価
高
騰
対
策
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、「
い

ず
も
縁
結
び
Ｐ
Ａ
Ｙ
」
の
運
用
を
と

お
し
て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指

し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
総
合
振
興
計
画
「
出

雲
新
話
２
０
３
０
」
に
基
づ
き
、
事

業
者
の
皆
様
と
「
出
雲
力
」
を
活
か

し
な
が
ら
着
実
に
市
政
を
前
へ
と
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

貴
会
議
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

本
年
は
創
立
80
周
年
を
迎
え
ら
れ
る

節
目
の
年
で
す
。
長
年
に
わ
た
り
市

内
事
業
者
の
最
も
身
近
な
支
援
機
関

と
し
て
、
き
め
細
や
か
な
支
援
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
ご
功
績
に
敬
意

を
表
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
活
力

あ
ふ
れ
る
企
業
づ
く
り
に
ご
尽
力
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
市
政
運
営
へ
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

結
び
に
、
出
雲
商
工
会
議
所
及
び

会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
本
年
が
実

り
あ
る
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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業 種 建 設 製 造 卸 売 小 売 サ ー ビ ス

項 目

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

前

月

比

前
年
同
月
比

3
か
月
予
測

売 上 高

採 算

資 金 繰 り

雇 用

在 庫

業 況

かなり
好 転

や や
好 転 不 変 や や

悪 化
かなり
悪 化

出雲市 経済動向調査報告
12月期調査では、最低賃金の引上げや物価高騰の影響を依然として強く受けているとの声が多く寄せられ
ました。一部では売上が向上した事業者も見られるものの、人件費や仕入価格の上昇が重なり、全体として
は収益性が悪化している状況にあります。また、客離れを懸念して価格転嫁を十分に行えないとの意見も多
く、経営判断に苦慮している様子がうかがえます。業務の効率化や省力化に加え、営業時間の短縮により経
費増を調整し、厳しい経営環境への対応を図る事業者も見られます。

※売上は売上高または出荷額。採算は経常利益ベース。
※経済天気は、調査対象企業60社の回答に基づき作成。

業 種 企業コメント

建 設
・物価高騰により工事代金の上昇が常態化すると、個人住宅の需要が減少し、マンション・アパート
建設へ需要が移る可能性がある。その結果、大手に対抗できない市内業者同士で限られた顧客を奪
い合い、業界内の淘汰が進む恐れがある。（一般土木建築工事業）

製 造

・売上高は前期を上回る見込みであるものの、価格転嫁が進まず、収益性は悪化傾向にある。（生産
用機械器具製造業）
・最低賃金の改定により、今後さらに利益が圧迫される可能性が高い。新卒・中途ともに賃金上昇の
影響で応募が集まりにくい状況にある。（その他の電子部品製造業）

卸 売

・健康経営を軸に社員満足度向上と社外 PRを進めており、まず女性社員から「働きやすい職場」に
ついて意見を募り、2026 年に実行する。（機械器具卸売業）
・果実は全体的に安値が続き、特にみかん・なしが低単価。イチゴは出遅れで出荷量が少ない。北海
道産玉葱・じゃがいもは高値、葉物は出荷増により低価格で推移している。（野菜・果実卸売業）

小 売

・冷凍商品は引き続き好調である一方、青果は価格高騰により不調となっている。最低賃金の引上げ
を受け、労働時間の調整を余儀なくされている。（各種食料品小売業）
・テナントの営業時間を１時間短縮し、最低賃金上昇分を相殺した。価格転嫁は既に重ねており、客
離れを懸念してこれ以上の対応には慎重な姿勢である。（花・植木小売業）

サービス
・物価高騰を受け、１月に値上げを予定している。顧客への配慮から小幅な値上げとしたい考えだが、
物価上昇が続く中、一定の値上げはやむを得ないと考えている。（喫茶店）
・天候も安定していたため観光客が多い。（旅館，ホテル）

■出雲市中小企業景況調査四半期調査報告（令和７年７～９月期）https://www.izmcci.or.jp

出雲市の経済天気
出雲商工会議所調べ

下記調査の結果はホームページで掲載しています。

12月期

12 月 期

国の機関である中小機構が運営する当制度は、小規模企業の経営者や役員、個人事業主などのための、積
み立てによる退職金制度です。現在、全国で約169万人*の方が加入されています。掛金は全額を所得控除で
きるので、高い節税効果があります。将来に備えつつ、契約者の方がさまざまなメリットを受けられる、今日か
らおトクな制度です。 ＊2025年３月現在

小規模企業の個人事業主（共同経営者を含む）または会社等の役員の方が廃業や退職後の生活資金、事業
再建資金をあらかじめ準備しておく共済制度。

１．個人事業主およびその共同経営者または会社等役員（登記があること）
２．常時使用する従業員人数の条件が以下を満たしていること
　  商業・サービス業（宿泊業・娯楽業を除く）…５人以下／その他…２０人以下

制度の特長

掛金は、確定申告により全額所得控除。月額１,０００円から７万円の範囲（５００円単位）で自由に設定。

共済金の受取は、一括の場合は「退職所得扱い」、分割の場合は「公的年金等の雑所得扱い」。

主な加入資格(次のいずれかに該当する方)

【お問合せ】中小機構　共済相談室　050-5541-7171　（※受付時間  平日9：00～ 17：00）
出雲商工会議所　経営支援課　0853-25-3710

小規模企業共済小規模企業共済経営者のための退職金制度経営者のための退職金制度

１．経営者のための退職金制度

３．受取時も税制メリット

２．掛金は全額所得控除

〈お申込み・お問合せ先〉 経営支援課　TEL ２５-３７１０　FAX ２３-１１４４
相談無料!!
秘密厳守!!

※「労務・社会保険」、「登記・相続」相談は、専門指導員と日時を調整のうえ開催しますので、まずはお電話ください。
当所委嘱の専門家が親切、丁寧にご相談に応じます。
すべて事前予約制としておりますので、お電話でご予約ください。

専門家による個別相談会のご案内2～3月度 場所：
出雲商工会館２階

無料相談会を
ご活用ください！

相談所コーナー中小企業中小企業

課税される
所得金額

毎月掛け金ごとの加入後の節税額
1 万円 3万円 5万円 7万円

200 万円 20,700 円 56,900 円 93,200 円 129,400 円
400万円 36,500 円 109,500 円 182,500 円 241,300 円

内　容 日　　時　 専門指導員 主な相談事例

税　　務
（2・3月限定）

２月 4日㈬・10日㈫
     12日㈭・18日㈬
     19日㈭・25日㈬
     26日㈭
3月 4日㈬

13:00～15:00
※1枠40分

中国税理士会
出雲支部

派遣税理士

決算について
所得税、消費税の確定申告について
※申告期間に入りますのでお早めにお申込みください

法　　律 ２月 9日㈪
３月 9日㈪

13:00～15:00
※1枠30分 弁護士 債権回収、債務整理、取引先とのトラブルにつ

いて

発　　明 ２月16日㈪
３月16日㈪

13：00～16：00
※1枠1時間 弁理士 特許・商標登録手続き、著作権について

Ｉ　　Ｔ ２月17日㈫
３月17日㈫

13：30～17：00
※1枠1時間

Ｉ Ｔ
コーディネータ

テレワーク導入、ＳＮＳ活用、ネットショップに
ついて

労　　務
社会保険 随    　時（※）　相談時間１時間程度 社会保険労務士 就業規則の作成、労使トラブル

公的年金制度について

登記・相続 随    　時（※）　相談時間１時間程度 司法書士
行政書士 相続登記、不動産登記、法人設立について
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12月期調査では、最低賃金の引上げや物価高騰の影響を依然として強く受けているとの声が多く寄せられ
ました。一部では売上が向上した事業者も見られるものの、人件費や仕入価格の上昇が重なり、全体として
は収益性が悪化している状況にあります。また、客離れを懸念して価格転嫁を十分に行えないとの意見も多
く、経営判断に苦慮している様子がうかがえます。業務の効率化や省力化に加え、営業時間の短縮により経
費増を調整し、厳しい経営環境への対応を図る事業者も見られます。

※売上は売上高または出荷額。採算は経常利益ベース。
※経済天気は、調査対象企業60社の回答に基づき作成。

業 種 企業コメント

建 設
・物価高騰により工事代金の上昇が常態化すると、個人住宅の需要が減少し、マンション・アパート
建設へ需要が移る可能性がある。その結果、大手に対抗できない市内業者同士で限られた顧客を奪
い合い、業界内の淘汰が進む恐れがある。（一般土木建築工事業）

製 造

・売上高は前期を上回る見込みであるものの、価格転嫁が進まず、収益性は悪化傾向にある。（生産
用機械器具製造業）
・最低賃金の改定により、今後さらに利益が圧迫される可能性が高い。新卒・中途ともに賃金上昇の
影響で応募が集まりにくい状況にある。（その他の電子部品製造業）

卸 売

・健康経営を軸に社員満足度向上と社外 PRを進めており、まず女性社員から「働きやすい職場」に
ついて意見を募り、2026 年に実行する。（機械器具卸売業）
・果実は全体的に安値が続き、特にみかん・なしが低単価。イチゴは出遅れで出荷量が少ない。北海
道産玉葱・じゃがいもは高値、葉物は出荷増により低価格で推移している。（野菜・果実卸売業）

小 売

・冷凍商品は引き続き好調である一方、青果は価格高騰により不調となっている。最低賃金の引上げ
を受け、労働時間の調整を余儀なくされている。（各種食料品小売業）
・テナントの営業時間を１時間短縮し、最低賃金上昇分を相殺した。価格転嫁は既に重ねており、客
離れを懸念してこれ以上の対応には慎重な姿勢である。（花・植木小売業）

サービス
・物価高騰を受け、１月に値上げを予定している。顧客への配慮から小幅な値上げとしたい考えだが、
物価上昇が続く中、一定の値上げはやむを得ないと考えている。（喫茶店）
・天候も安定していたため観光客が多い。（旅館，ホテル）

■出雲市中小企業景況調査四半期調査報告（令和７年７～９月期）https://www.izmcci.or.jp

出雲市の経済天気
出雲商工会議所調べ

下記調査の結果はホームページで掲載しています。

12月期

12 月 期

国の機関である中小機構が運営する当制度は、小規模企業の経営者や役員、個人事業主などのための、積
み立てによる退職金制度です。現在、全国で約169万人*の方が加入されています。掛金は全額を所得控除で
きるので、高い節税効果があります。将来に備えつつ、契約者の方がさまざまなメリットを受けられる、今日か
らおトクな制度です。 ＊2025年３月現在

小規模企業の個人事業主（共同経営者を含む）または会社等の役員の方が廃業や退職後の生活資金、事業
再建資金をあらかじめ準備しておく共済制度。

１．個人事業主およびその共同経営者または会社等役員（登記があること）
２．常時使用する従業員人数の条件が以下を満たしていること
　  商業・サービス業（宿泊業・娯楽業を除く）…５人以下／その他…２０人以下

制度の特長

掛金は、確定申告により全額所得控除。月額１,０００円から７万円の範囲（５００円単位）で自由に設定。

共済金の受取は、一括の場合は「退職所得扱い」、分割の場合は「公的年金等の雑所得扱い」。

主な加入資格(次のいずれかに該当する方)

【お問合せ】中小機構　共済相談室　050-5541-7171　（※受付時間  平日9：00～ 17：00）
出雲商工会議所　経営支援課　0853-25-3710

小規模企業共済小規模企業共済経営者のための退職金制度経営者のための退職金制度

１．経営者のための退職金制度

３．受取時も税制メリット

２．掛金は全額所得控除

〈お申込み・お問合せ先〉 経営支援課　TEL ２５-３７１０　FAX ２３-１１４４
相談無料!!
秘密厳守!!

※「労務・社会保険」、「登記・相続」相談は、専門指導員と日時を調整のうえ開催しますので、まずはお電話ください。
当所委嘱の専門家が親切、丁寧にご相談に応じます。
すべて事前予約制としておりますので、お電話でご予約ください。

専門家による個別相談会のご案内2～3月度 場所：
出雲商工会館２階

無料相談会を
ご活用ください！

相談所コーナー中小企業中小企業

課税される
所得金額

毎月掛け金ごとの加入後の節税額
1 万円 3万円 5万円 7万円

200 万円 20,700 円 56,900 円 93,200 円 129,400 円
400万円 36,500 円 109,500 円 182,500 円 241,300 円

内　容 日　　時　 専門指導員 主な相談事例

税　　務
（2・3月限定）

２月 4日㈬・10日㈫
     12日㈭・18日㈬
     19日㈭・25日㈬
     26日㈭
3月 4日㈬

13:00～15:00
※1枠40分

中国税理士会
出雲支部

派遣税理士

決算について
所得税、消費税の確定申告について
※申告期間に入りますのでお早めにお申込みください

法　　律 ２月 9日㈪
３月 9日㈪

13:00～15:00
※1枠30分 弁護士 債権回収、債務整理、取引先とのトラブルにつ

いて

発　　明 ２月16日㈪
３月16日㈪

13：00～16：00
※1枠1時間 弁理士 特許・商標登録手続き、著作権について

Ｉ　　Ｔ ２月17日㈫
３月17日㈫

13：30～17：00
※1枠1時間

Ｉ Ｔ
コーディネータ

テレワーク導入、ＳＮＳ活用、ネットショップに
ついて

労　　務
社会保険 随    　時（※）　相談時間１時間程度 社会保険労務士 就業規則の作成、労使トラブル

公的年金制度について

登記・相続 随    　時（※）　相談時間１時間程度 司法書士
行政書士 相続登記、不動産登記、法人設立について
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会議所の動き

ギャラリー高瀬川事業所名

金本　道子代 表 者

ひな人形等節句商品販売・美術品販売営業内容

10:00～18:00営業時間

不定休定 休 日

info-takasegawa@takasegawa.comM a i l

https://takasegawa.comU R L

出雲市今市町678住　　所

0853-22-3188T E L 0853-22-3846F A X

　和ハーブと言われるクロモジには抗菌作用、抗炎症
作用、リラックス効果のある成分が含まれています。
その効能が注目され、様々な商品が販売されています。
　まちゼミではクロモジのさわやかな香りを焚き、茶
三代一のクロモジ茶と坂根屋のクロモジ入りのお菓子
「ながいき」をいただきました。「クロモジを食して香
りやミストを体に浴びると、心と体に効く」という
ARUMASの説明に参加した皆さんはびっくり！
　皆さんも生活の中にクロモジを取り入れ、安らぎの
ある生活を送ってみてはいかがですか。

和のハーブ クロモジで健康に和のハーブ クロモジで健康に

　島根県飯南町で育っ
たクロモジの木から製
造される線香をギャラ
リー高瀬川で常時販売
しています。
　和のハーブくろもじ
くゆりは15本入り990円
です。

当店
の

イチ
オシ
！ 飯南町のくろもじくゆり

講演する平岡専務取締役

　工
業
部
会
（
瀧
川
一
弥
部
会
長
）
は
12

月
４
日
㈭
、
今
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
て
総
会
と
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
正
副
部
会
長
の
選
任
や
幹
事

の
委
嘱
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　研
修
会
で
は
、
㈲
ヒ
ラ
オ
カ
（
島
根
ド

ロ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
の
平
岡
専

務
取
締
役
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
す
る
上
で
注
意
す
べ
き
事
項
に

つ
い
て
法
律
等
の
観
点
か
ら
説
明
を
受
け

た
あ
と
、
各
分
野
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
活

用
の
事
例
や
可
能
性
に
つ
い
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
の
周
辺
環
境
と
活
用
事
例
に
つ
い
て

工
業
部
会

ＤＸ推進の取組みについて説明を聞く委員

　Ｄ
Ｘ
推
進
委
員
会
（
足
立
修
司
委
員
長
）

は
12
月
18
日
㈭
、
㈱
ジ
ェ
イ
・
エ
ム
・
エ

ス
（
以
下
、
Ｊ
Ｍ
Ｓ
）
出
雲
工
場
へ
の
視

察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　Ｊ
Ｍ
Ｓ
は
医
療
機
器
の
開
発
や
製
造
を

手
が
け
る
総
合
メ
ー
カ
ー
で
、
安
全
性
と

品
質
が
重
要
視
さ
れ
る
な
か
で
の
生
産
プ

ロ
セ
ス
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
事
業
概
要
や
Ｄ
Ｘ
推
進
の
方
針

に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
い
た
後
、
工
場

内
を
見
学
。
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
作
業
す
る

様
子
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

Ｄ
Ｘ
が
拓
く
医
療
機
器
製
造
の
新
た
な
姿Ｄ

Ｘ
推
進
委
員
会

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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青年部

女性会

青年部・女性会だより

　11
月
28
日
㈮
・
29
日
㈯
、
愛
知
県
岡
崎

市
に
て
開
催
さ
れ
た
表
記
研
修
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
本
研
修
会
で
は
、
全
国
各
地

の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
取
り
組
む
地
域
振
興
事
例
や

組
織
運
営
の
実
践
を
学
び
、地
域
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
使
命
を
改
め
て
認
識
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
急
速
に
変
化
す

る
社
会
環
境
の
中
で
、
青
年
経
済
人
が
ど

の
よ
う
に
地
域
課
題
へ
向
き
合
う
べ
き
か
、

多
角
的
な
視
点
を
得
る
貴
重
な
場
と
な
り

ま
し
た
。
得
ら
れ
た
知
見
を
活
か
し
、
出

雲
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
活
性
化
と
地
域
社
会
の

さ
ら
な
る
発
展
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

集合写真

（
㈱
公
善
社
）

専
務
理
事

大
森

　俊
介

次
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
像
を
学
ぶ（
第
43
回
全
国
リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修
会
）

　12
月
６
日
㈯
、
出
雲
市
役
所
だ
ん
だ
ん

広
場
に
て
「
ミ
ラ
イ
ト
い
ず
も
２
０
２
５

〜
と
も
に
紡
ぐ
、
未
来
の
輝
き
〜
」
の
点

灯
式
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
過
去
最
多

の
来
場
者
数
と
な
り
、
点
灯
の
瞬
間
に
は

大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
会
場
は

笑
顔
で
あ
ふ
れ
、
地
域
に
明
る
い
光
を
届

け
ら
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
１
月
16
日
㈮
ま

で
毎
日
17
時
か
ら
22
時
ま
で
点
灯
し
ま
す
。

冬
の
出
雲
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

ご
家
族
、
ご
友
人
等
と
一
緒
に
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

点灯式の様子

（
Ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｒ 

ｃ
ｏ
．）

地
域
活
性
委
員
長

加
藤

　綾
香

ミ
ラ
イ
ト
い
ず
も
２
０
２
５
〜
と
も
に
紡
ぐ
、
未
来
の
輝
き
〜

　秋
晴
れ
の
中
、
10
月
11
日
㈯
〜
12
日
㈰

に
夢
フ
ェ
ス
タ
in
い
ず
も
が
今
年
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　女
性
会
は
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
店
と
「
し
ま

ね
っ
こ
の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
募
金
」
を
設
置

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
お
ろ
ち
踊
り
の
練

り
歩
き
や
音
楽
ス
テ
ー
ジ
等
の
イ
ベ
ン
ト

も
あ
り
、
子
ど
も
連
れ
の
た
く
さ
ん
の
若

い
人
た
ち
で
道
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
賑

わ
い
で
し
た
。

　地
域
の
方
々
や
会
員
と
の
交
流
を
深
め

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
㈱
や
ま
だ
）

副
会
長

山
田

　京
子

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
店
で
賑
わ
い
に
貢
献　今

年
も
会
員
の
皆
様
に
広
く
協
力
を
お

願
い
し
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
支
援
を
必
要
と
さ
れ
て
い

る
方
は
出
雲
市
内
で
延
べ
約
１
２
０
０
名

に
の
ぼ
る
と
伺
い
ま
し
た
。
寄
付
し
た
食

品
や
日
用
品
が
一
人
で
も
多
く
の
方
の
助

け
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
集
ま
っ
た
品
は
役
員
が
持
参
し
た

品
が
ほ
と
ん
ど
で
、
少
し
残
念
に
感
じ
ま

し
た
。来
年
こ
そ
は「
お
一
人
様
一
品
か
ら
」

と
い
っ
た
形
で
、
よ
り
多
く
の
会
員
の
皆

様
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
を
切
に
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

出雲市社会福祉協議会様にお届けしました ポップコーン店を出店

（
㈲
足
立
仏
壇
店
）

会
長

足
立

　英
子

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
必
要
性
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会議所の動き
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10:00～18:00営業時間

不定休定 休 日
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　和ハーブと言われるクロモジには抗菌作用、抗炎症
作用、リラックス効果のある成分が含まれています。
その効能が注目され、様々な商品が販売されています。
　まちゼミではクロモジのさわやかな香りを焚き、茶
三代一のクロモジ茶と坂根屋のクロモジ入りのお菓子
「ながいき」をいただきました。「クロモジを食して香
りやミストを体に浴びると、心と体に効く」という
ARUMASの説明に参加した皆さんはびっくり！
　皆さんも生活の中にクロモジを取り入れ、安らぎの
ある生活を送ってみてはいかがですか。

和のハーブ クロモジで健康に和のハーブ クロモジで健康に

　島根県飯南町で育っ
たクロモジの木から製
造される線香をギャラ
リー高瀬川で常時販売
しています。
　和のハーブくろもじ
くゆりは15本入り990円
です。

当店
の

イチ
オシ
！ 飯南町のくろもじくゆり

講演する平岡専務取締役

　工
業
部
会
（
瀧
川
一
弥
部
会
長
）
は
12

月
４
日
㈭
、
今
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
て
総
会
と
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
正
副
部
会
長
の
選
任
や
幹
事

の
委
嘱
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　研
修
会
で
は
、
㈲
ヒ
ラ
オ
カ
（
島
根
ド

ロ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
の
平
岡
専

務
取
締
役
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
す
る
上
で
注
意
す
べ
き
事
項
に

つ
い
て
法
律
等
の
観
点
か
ら
説
明
を
受
け

た
あ
と
、
各
分
野
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
活

用
の
事
例
や
可
能
性
に
つ
い
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
の
周
辺
環
境
と
活
用
事
例
に
つ
い
て

工
業
部
会

ＤＸ推進の取組みについて説明を聞く委員

　Ｄ
Ｘ
推
進
委
員
会
（
足
立
修
司
委
員
長
）

は
12
月
18
日
㈭
、
㈱
ジ
ェ
イ
・
エ
ム
・
エ

ス
（
以
下
、
Ｊ
Ｍ
Ｓ
）
出
雲
工
場
へ
の
視

察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　Ｊ
Ｍ
Ｓ
は
医
療
機
器
の
開
発
や
製
造
を

手
が
け
る
総
合
メ
ー
カ
ー
で
、
安
全
性
と

品
質
が
重
要
視
さ
れ
る
な
か
で
の
生
産
プ

ロ
セ
ス
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
事
業
概
要
や
Ｄ
Ｘ
推
進
の
方
針

に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
い
た
後
、
工
場

内
を
見
学
。
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
作
業
す
る

様
子
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

Ｄ
Ｘ
が
拓
く
医
療
機
器
製
造
の
新
た
な
姿Ｄ

Ｘ
推
進
委
員
会

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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青年部

女性会

青年部・女性会だより

　11
月
28
日
㈮
・
29
日
㈯
、
愛
知
県
岡
崎

市
に
て
開
催
さ
れ
た
表
記
研
修
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
本
研
修
会
で
は
、
全
国
各
地

の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
取
り
組
む
地
域
振
興
事
例
や

組
織
運
営
の
実
践
を
学
び
、地
域
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
使
命
を
改
め
て
認
識
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
急
速
に
変
化
す

る
社
会
環
境
の
中
で
、
青
年
経
済
人
が
ど

の
よ
う
に
地
域
課
題
へ
向
き
合
う
べ
き
か
、

多
角
的
な
視
点
を
得
る
貴
重
な
場
と
な
り

ま
し
た
。
得
ら
れ
た
知
見
を
活
か
し
、
出

雲
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
活
性
化
と
地
域
社
会
の

さ
ら
な
る
発
展
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

集合写真

（
㈱
公
善
社
）

専
務
理
事

大
森

　俊
介

次
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
像
を
学
ぶ（
第
43
回
全
国
リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修
会
）

　12
月
６
日
㈯
、
出
雲
市
役
所
だ
ん
だ
ん

広
場
に
て
「
ミ
ラ
イ
ト
い
ず
も
２
０
２
５

〜
と
も
に
紡
ぐ
、
未
来
の
輝
き
〜
」
の
点

灯
式
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
過
去
最
多

の
来
場
者
数
と
な
り
、
点
灯
の
瞬
間
に
は

大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
会
場
は

笑
顔
で
あ
ふ
れ
、
地
域
に
明
る
い
光
を
届

け
ら
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
１
月
16
日
㈮
ま

で
毎
日
17
時
か
ら
22
時
ま
で
点
灯
し
ま
す
。

冬
の
出
雲
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

ご
家
族
、
ご
友
人
等
と
一
緒
に
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

点灯式の様子

（
Ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｒ 

ｃ
ｏ
．）

地
域
活
性
委
員
長

加
藤

　綾
香

ミ
ラ
イ
ト
い
ず
も
２
０
２
５
〜
と
も
に
紡
ぐ
、
未
来
の
輝
き
〜

　秋
晴
れ
の
中
、
10
月
11
日
㈯
〜
12
日
㈰

に
夢
フ
ェ
ス
タ
in
い
ず
も
が
今
年
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　女
性
会
は
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
店
と
「
し
ま

ね
っ
こ
の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
募
金
」
を
設
置

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
お
ろ
ち
踊
り
の
練

り
歩
き
や
音
楽
ス
テ
ー
ジ
等
の
イ
ベ
ン
ト

も
あ
り
、
子
ど
も
連
れ
の
た
く
さ
ん
の
若

い
人
た
ち
で
道
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
賑

わ
い
で
し
た
。

　地
域
の
方
々
や
会
員
と
の
交
流
を
深
め

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
㈱
や
ま
だ
）

副
会
長

山
田

　京
子

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
店
で
賑
わ
い
に
貢
献　今

年
も
会
員
の
皆
様
に
広
く
協
力
を
お

願
い
し
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
支
援
を
必
要
と
さ
れ
て
い

る
方
は
出
雲
市
内
で
延
べ
約
１
２
０
０
名

に
の
ぼ
る
と
伺
い
ま
し
た
。
寄
付
し
た
食

品
や
日
用
品
が
一
人
で
も
多
く
の
方
の
助

け
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
集
ま
っ
た
品
は
役
員
が
持
参
し
た

品
が
ほ
と
ん
ど
で
、
少
し
残
念
に
感
じ
ま

し
た
。来
年
こ
そ
は「
お
一
人
様
一
品
か
ら
」

と
い
っ
た
形
で
、
よ
り
多
く
の
会
員
の
皆

様
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
を
切
に
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

出雲市社会福祉協議会様にお届けしました ポップコーン店を出店

（
㈲
足
立
仏
壇
店
）

会
長

足
立

　英
子

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
必
要
性
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労働保険の
加入手続きは
おすみですか？

パート・アルバイトなどの名称や雇用形態に関わらず
労働者を一人でも雇っている場合は
労働保険に加入する必要があります

※ 「労働保険」とは、労災保険と雇用保険を総称したもので、政府が管掌する
　強制保険制度です。

労働者の方が業務中や通勤途上に事故にあった場合に、必要な保険給付を行い、被災された
方や遺族の方の生活を保護し、あわせて社会復帰を促進する事業を行うための保険制度です。

労働者の方が失業した場合に、必要な保険給付を行い、生活の安定と再就職の支援を図るた
めの保険制度です。また、事業主の方に向けた、失業の予防や雇用機会の増大・雇用の安
定等に関する各種助成金制度が設けられています。

《順不同・敬称略》新入会員のご紹介

会 員 情 報
ご加入
ありがとう
ございます!

労災保険

雇用保険

★労働保険に関する事務手続等は労働保険事務組合や社会保険労務士に委託することもできます。
★どなたでも、事業主が労働保険の加入に必要な手続を行っているかをインターネット上で確認できます。
　詳しくは厚生労働省ホームページをご覧ください。　　　　　　　

厚生労働省トップページ 「テーマ別に探す」＞「雇用・労働」＞「労働基準」
＞「施策情報」＞「労働保険の適用・徴収」
＞「施策紹介」＞「労働保険に関する総合情報はこちら」＞「適用事業場検索」

《順不同・敬称略》会員の異動
変更箇所 事業所名 新 旧

事 業 所 名 ㈱宮本商事 ㈱宮本商事 ㈱壽生

事 業 所 名 ㈱H＆Mアセント ㈱H＆Mアセント （同）H＆Mアセント

事 業 所 名 ホンダ中国中央㈱ ホンダ中国中央㈱ 島根中央ホンダ販売㈱

代 表 者 東京靴㈱ 渡部　正樹 渡部　正行

代 表 者 八雲警備保障㈱ 松林　孝寛 漆谷　悦男

代 表 者 ㈱島根Ｖ．Ｆ青果 世良井　剛 世良井　修

事業所名 代表者名 営業内容
所在地 TEL 部会
Lagom 板垣　知亜紀　 女性専用の予約制整体サロン
下古志町 710-2
ラ・レーヌ下古志E号室 090-9505-1221 サービス部会

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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開業以来指定難病のお客さま
達が

毎月リピートされています

一
言

痛みや不調と向き合う方の心と体が癒さ
れるサロンです。辛い日々に寄り添い、お
客様のペースで整えます。

仁多司法書士事務所
代 表 者：仁多　和英
営業内容：司法書士業務
住　　所：〒693-0051　出雲市小山町32番地3
T E L：090-3636-8553
F A X：0853-21-1873
E -ma i l：kazuhide1945@gmail.com

一
言

不動産登記や商業登記をはじめ、遺言、
相続に関する相談等の多様なニーズに対
し丁寧に支援しますので、安心してお任せ
ください。

良質の法的サービスで、依頼
者の

満足度が高い成果を提供しま
す

ＣＳ６０プレア

WINDY FARM ATMOSPHERE
代 表 者：黒川　 浩輔
営業内容：レストラン　ホテル　ケータリング　キッチンカー
住　　所：〒699-0901　出雲市多伎町久村1870
T E L：0853-86-3300
H 　  P：https://windyfarm.jp

一
言

食から始まる地方創再生を目指し2023
にオープン。レストラン・ホテルから全国の
方や、海外の方々に出雲の魅力を提供し
ていきます。

ホテル レストラン カフェを出
雲市

多伎町の海沿いで運営してい
ます

ご加入ありがとうございます!新入会員さん

書堂しろへび
代 表 者：廣野　有香
営業内容：古書籍販売・コワーキングスペース
住　　所：〒693-0001　出雲市今市町466-2　
T E L：090-3375-2278
営業時間：13：00～21：00
定 休 日：火曜日
E -ma i l：shirohebi.nyoronyoro@gmail.com　
H 　  P：https://www.instagram.com/shodoshirohebi/

一
言

出雲市今市町に開店した古書店です。法
人向けの買取も行っております、是非ご利
用下さい。ご指導のほどよろしくお願い
します。

郷土資料を次の世代へつな
ぐ

古書店を目指して

代 表 者：家村　薫
営業内容：整体、マッサージ
住　　所：〒693-0034　出雲市神門町850-26 
T E L：090-2095-5436
営業時間：9：00～20：00
定 休 日：不定休
E -ma i l：cs60pleiades@gmail.com　
H 　  P：https://cs60pleia.com
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労働保険の
加入手続きは
おすみですか？

パート・アルバイトなどの名称や雇用形態に関わらず
労働者を一人でも雇っている場合は
労働保険に加入する必要があります

※ 「労働保険」とは、労災保険と雇用保険を総称したもので、政府が管掌する
　強制保険制度です。

労働者の方が業務中や通勤途上に事故にあった場合に、必要な保険給付を行い、被災された
方や遺族の方の生活を保護し、あわせて社会復帰を促進する事業を行うための保険制度です。

労働者の方が失業した場合に、必要な保険給付を行い、生活の安定と再就職の支援を図るた
めの保険制度です。また、事業主の方に向けた、失業の予防や雇用機会の増大・雇用の安
定等に関する各種助成金制度が設けられています。

《順不同・敬称略》新入会員のご紹介

会 員 情 報
ご加入
ありがとう
ございます!

労災保険

雇用保険

★労働保険に関する事務手続等は労働保険事務組合や社会保険労務士に委託することもできます。
★どなたでも、事業主が労働保険の加入に必要な手続を行っているかをインターネット上で確認できます。
　詳しくは厚生労働省ホームページをご覧ください。　　　　　　　

厚生労働省トップページ 「テーマ別に探す」＞「雇用・労働」＞「労働基準」
＞「施策情報」＞「労働保険の適用・徴収」
＞「施策紹介」＞「労働保険に関する総合情報はこちら」＞「適用事業場検索」

《順不同・敬称略》会員の異動
変更箇所 事業所名 新 旧

事 業 所 名 ㈱宮本商事 ㈱宮本商事 ㈱壽生

事 業 所 名 ㈱H＆Mアセント ㈱H＆Mアセント （同）H＆Mアセント

事 業 所 名 ホンダ中国中央㈱ ホンダ中国中央㈱ 島根中央ホンダ販売㈱

代 表 者 東京靴㈱ 渡部　正樹 渡部　正行

代 表 者 八雲警備保障㈱ 松林　孝寛 漆谷　悦男

代 表 者 ㈱島根Ｖ．Ｆ青果 世良井　剛 世良井　修

事業所名 代表者名 営業内容
所在地 TEL 部会
Lagom 板垣　知亜紀　 女性専用の予約制整体サロン
下古志町 710-2
ラ・レーヌ下古志E号室 090-9505-1221 サービス部会

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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開業以来指定難病のお客さま
達が

毎月リピートされています

一
言

痛みや不調と向き合う方の心と体が癒さ
れるサロンです。辛い日々に寄り添い、お
客様のペースで整えます。

仁多司法書士事務所
代 表 者：仁多　和英
営業内容：司法書士業務
住　　所：〒693-0051　出雲市小山町32番地3
T E L：090-3636-8553
F A X：0853-21-1873
E -ma i l：kazuhide1945@gmail.com

一
言

不動産登記や商業登記をはじめ、遺言、
相続に関する相談等の多様なニーズに対
し丁寧に支援しますので、安心してお任せ
ください。

良質の法的サービスで、依頼
者の

満足度が高い成果を提供しま
す

ＣＳ６０プレア

WINDY FARM ATMOSPHERE
代 表 者：黒川　 浩輔
営業内容：レストラン　ホテル　ケータリング　キッチンカー
住　　所：〒699-0901　出雲市多伎町久村1870
T E L：0853-86-3300
H 　  P：https://windyfarm.jp

一
言

食から始まる地方創再生を目指し2023
にオープン。レストラン・ホテルから全国の
方や、海外の方々に出雲の魅力を提供し
ていきます。

ホテル レストラン カフェを出
雲市

多伎町の海沿いで運営してい
ます

ご加入ありがとうございます!新入会員さん

書堂しろへび
代 表 者：廣野　有香
営業内容：古書籍販売・コワーキングスペース
住　　所：〒693-0001　出雲市今市町466-2　
T E L：090-3375-2278
営業時間：13：00～21：00
定 休 日：火曜日
E -ma i l：shirohebi.nyoronyoro@gmail.com　
H 　  P：https://www.instagram.com/shodoshirohebi/

一
言

出雲市今市町に開店した古書店です。法
人向けの買取も行っております、是非ご利
用下さい。ご指導のほどよろしくお願い
します。

郷土資料を次の世代へつな
ぐ

古書店を目指して

代 表 者：家村　薫
営業内容：整体、マッサージ
住　　所：〒693-0034　出雲市神門町850-26 
T E L：090-2095-5436
営業時間：9：00～20：00
定 休 日：不定休
E -ma i l：cs60pleiades@gmail.com　
H 　  P：https://cs60pleia.com

2026.1
13 出雲商工会議所報



ホ
ン
ダ
中
国
中
央
株
式
会
社

ホ
ン
ダ
中
国
中
央
株
式
会
社

■
所
在
地

　
島
根
県
出
雲
市
斐
川
町
荘
原
73

■
業

　
　
種

　自動
車
小
売
業

■
従
業
員
数

　310人

　
2
0
2
6
年
1
月
1
日
現
在

取り組み事例
����

※

取
材
日
：
2
0
2
5
年
11
月
17
日

※

取
材
日
：
2
0
2
5
年
11
月
17
日

勤退管理システム

RPA設定画面

ホンダ中国中央株式会社　斐川中央店・本部

課
　
題

　
当
社
は
、
複
数
の
店
舗
が
離
れ
た
地
域

に
存
在
す
る
た
め
、
フ
ァ
イ
ル
の
共
有
を

メ
ー
ル
や
U
S
B
メ
デ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
最
新
フ
ァ
イ

ル
の
判
別
等
に
も
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　 　

ま
た
、
商
品
の
受
注
～
登
録
・
整
備
～

納
車
ま
で
の
管
理
に
つ
い
て
も
90
年
代
は

手
書
き
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
集
計
等

に
時
間
も
か
か
り
、
ミ
ス
や
漏
れ
が
発
生

し
や
す
い
状
況
で
し
た
。
さ
ら
に
、
業
務

の
中
に
は
定
型
業
務
で
す
が
、
処
理
が
複

雑
で
手
数
の
掛
か
る
も
の
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。Ｄ

Ｘ
施
策

　
ま
ず
２
０
０
８
年
頃
に
N
A
S
を

導
入
し
フ
ァ
イ
ル
共
有
を
行
い
ま
し

た
。
現
在
は 
M 

i c 

r 

o 

s 

o 

f t 

3 

6 

5
も
使
用
し
複
数
人
で
の
フ
ァ

イ
ル
同
時
編
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
E
x
c
e
l
・
A
c
c
e
s
s
を

用
い
、
受
注
登
録
管
理
シ
ス
テ
ム
や
出

退
勤
集
計
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
業
務
の

可
視
化
と
集
計
の
自
動
化
を
行
っ
て
い

ま
す
。
定
型
業
務
に
つ
い
て
は
、 

R P 

A

を
導
入
し
、
複
雑
な
処
理
を
自
動
化
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
T
 e a m
 s
で
W
 

E B
会
議
を
行
い
、
会
議
録
は
生
成 

A
 

I 

を
利
用
し
て
自
動
作
成
し
て
い
ま
す
。

顧
客
と
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
電
子
契

約
を
進
め
、
日
報
等
も
デ
ジ
タ
ル
化
し

て
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

成
　
果

　
シ
ス
テ
ム
化
し
た
こ
と
で
、
登
録
業
務

や
集
計
に
か
か
っ
て
い
た
時
間
が
大
幅
に

短
縮
さ
れ
、
ミ
ス
や
漏
れ
も
軽
減
し
ま
し

た
。
受
注
登
録
管
理
を
シ
ス
テ
ム
化
し
た

こ
と
で
、
以
前
は
各
店
舗
に
担
当
を
配
置 

し
て
い
ま
し
た
が
、作
業
効
率
が
上
が
り
、

5
店
舗
で
5
人
か
ら
2
人
に
集
約
し
、
3

名
は
接
遇
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
R P 

A
導
入
に
よ
り
、
定
型

業
務
の
自
動
化
が
進
み
、
日
々
の
作
業
負

担
が
大
き
く
減
り
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス

も
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
展
望

今
後
の
事
業
展
開
を
見
据
え
、
シ
ス
テ

ム
面
の
統
一
化
も
課
題
と
捉
え
て
い
ま

す
。
人
事
・
総
務
分
野
で
は
、
業
務
の
効

率
化
と
標
準
化
を
進
め
る
た
め
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
の
導
入
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
り
削
減
で
き
た

工
数
は
、
営
業
活
動
や
顧
客
対
応
な
ど
の

付
加
価
値
業
務
に
再
配
分
し
、
組
織
全
体

の
さ
ら
な
る
価
値
創
出
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。
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かわ   い       あつし

ハ
ワ
イ
の
日
系
人

　
今
夏
、
14
年
ぶ
り
に
ハ
ワ
イ
の
オ
ア
フ

島
に
観
光
で
訪
れ
た
。
飛
行
機
で
降
り

立
っ
た
ホ
ノ
ル
ル
国
際
空
港
だ
が
、
正
式

名
称
を
「
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｋ
・
イ
ノ
ウ
エ
国

際
空
港
」
と
変
更
し
て
い
た
。
ハ
ワ
イ
生

ま
れ
の
日
系
２
世
の
名
を
冠
し
た
も
の
で

あ
る
。
イ
ノ
ウ
エ
は
50
年
に
わ
た
っ
て
上

院
議
員
を
務
め
、
オ
バ
マ
元
大
統
領
に
も

「
こ
の
人
が
い
な
か
っ
た
ら
私
は
公
職
に

就
か
な
か
っ
た
」
と
言
わ
し
め
た
人
だ
。

　
１
９
４
１
年
12
月
７
日
（
ハ
ワ
イ
時

間
）、
日
本
海
軍
が
突
然
、
ハ
ワ
イ
の
真

珠
湾
基
地
に
襲
来
し
、
太
平
洋
戦
争
が
勃

発
し
た
。
当
時
の
ハ
ワ
イ
に
は
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
農
園
に
出
稼
ぎ
に
来
た
日
本
人
移
民

が
定
着
し
、
ハ
ワ
イ
社
会
に
お
け
る
日
系

人
の
割
合
は
４
割
近
く
に
達
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
、
敵
国

民
と
そ
の
子
孫
と
し
て
憎
ま
れ
、
ア
メ
リ

カ
本
土
に
い
る
12
万
の
日
系
人
は
強
制
収

容
所
に
送
ら
れ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
ハ
ワ

イ
の
日
系
人
た
ち
は
、
指
導
者
以
外
は
移

送
さ
れ
な
か
っ
た
。
強
制
収
容
し
て
し

ま
っ
た
ら
、
人
数
が
多
い
の
で
ハ
ワ
イ
社

会
が
ま
ひ
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
そ
う
し

た
中
、
ハ
ワ
イ
生
ま
れ
の
日
系
２
世
た
ち

は
、
自
分
が
ア
メ
リ
カ
国
民
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
た
め
、
続
々
と
兵
士
に
志
願

し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
ハ
ワ
イ
に
日
系

２
世
で
構
成
さ
れ
た
第
１
０
０
歩
兵
大
隊

が
生
ま
れ
、
本
土
の
第
４
４
２
連
隊
（
日

系
部
隊
）
に
編
入
さ
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦

線
に
投
入
さ
れ
た
。

　
彼
ら
は
「Go For Broke

（
当
た
っ

て
砕
け
ろ
）」
を
合
い
言
葉
に
、
す
さ
ま

じ
い
戦
い
ぶ
り
を
見
せ
た
。
戦
死
者
・
負

傷
者
は
数
知
れ
ず
、
パ
ー
プ
ル
・
ハ
ー
ト

部
隊
と
い
う
異
名
を
得
た
。
負
傷
兵
に
は

ハ
ー
ト
形
の
勲
章
が
授
与
さ
れ
る
か
ら

だ
。
信
じ
難
い
の
は
、
兵
の
数
よ
り
負
傷

者
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
１
人

で
何
度
も
負
傷
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

病
院
か
ら
の
脱
走
も
数
多
く
報
告
さ
れ
て

い
る
。
抜
け
出
し
て
戦
場
へ
勝
手
に
戻
っ

て
し
ま
う
の
だ
。
日
系
部
隊
の
活
躍
と
し

て
有
名
な
の
は
、
ド
イ
ツ
勢
力
内
に
取
り

残
さ
れ
た
テ
キ
サ
ス
大
隊
約
２
０
０
人
の

救
出
で
あ
る
。
こ
の
任
務
の
た
め
に
日
系

人
兵
士
１
８
４
人
が
戦
死
し
、
そ
の
数
倍

が
負
傷
し
た
。
救
出
部
隊
と
同
じ
数
の
犠

牲
者
を
出
し
た
わ
け
だ
。
か
く
し
て
日
系

人
部
隊
は
ア
メ
リ
カ
史
上
、
最
も
多
く
勲

章
を
受
け
た
部
隊
と
な
っ
た
。

　
１
９
４
６
年
、
４
４
２
連
隊
は
ト
ル
ー

マ
ン
大
統
領
か
ら
７
回
目
の
感
謝
状
を
受

け
取
っ
た
。
そ
の
際
大
統
領
は
「
諸
君
は

世
界
の
自
由
の
た
め
に
戦
っ
た
。（
略
）

敵
と
戦
っ
た
だ
け
で
な
く
、
偏
見
に
対
し

て
も
戦
っ
た
。
そ
し
て
勝
っ
た
。
そ
の
闘

い
を
続
け
よ
。（
略
）
勝
ち
続
け
よ
。
こ
の

偉
大
な
共
和
国
が
、
そ
の
憲
法
の
い
う
と

お
り
『
す
べ
て
の
人
び
と
の
幸
福
を
す
べ

て
の
時
に
』
を
堅
持
す
る
国
に
な
る
よ
う

に
」（『
真
珠
湾
と
日
系
人
』
西
山
千
著
／

サ
イ
マ
ル
出
版
会
）、
そ
う
た
た
え
た
。

　
こ
う
し
た
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
の
末
、
ハ

ワ
イ
の
日
系
人
は
、
ア
メ
リ
カ
で
社
会
的

信
用
を
取
り
戻
し
た
の
だ
。
ダ
ニ
エ
ル
・

Ｋ
・
イ
ノ
ウ
エ
は
、
そ
ん
な
第
１
０
０
歩

兵
大
隊
に
属
し
、
片
腕
を
失
い
な
が
ら
英

雄
的
な
活
躍
を
し
た
日
系
人
部
隊
の
リ
ー

ダ
ー
の
１
人
で
あ
る
。
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ホ
ン
ダ
中
国
中
央
株
式
会
社

ホ
ン
ダ
中
国
中
央
株
式
会
社

■
所
在
地

　
島
根
県
出
雲
市
斐
川
町
荘
原
73

■
業

　
　
種

　自動
車
小
売
業

■
従
業
員
数

　310人

　
2
0
2
6
年
1
月
1
日
現
在

取り組み事例
����

※

取
材
日
：
2
0
2
5
年
11
月
17
日

※

取
材
日
：
2
0
2
5
年
11
月
17
日

勤退管理システム

RPA設定画面

ホンダ中国中央株式会社　斐川中央店・本部

課
　
題

　
当
社
は
、
複
数
の
店
舗
が
離
れ
た
地
域

に
存
在
す
る
た
め
、
フ
ァ
イ
ル
の
共
有
を

メ
ー
ル
や
U
S
B
メ
デ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
最
新
フ
ァ
イ

ル
の
判
別
等
に
も
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　 　

ま
た
、
商
品
の
受
注
～
登
録
・
整
備
～

納
車
ま
で
の
管
理
に
つ
い
て
も
90
年
代
は

手
書
き
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
集
計
等

に
時
間
も
か
か
り
、
ミ
ス
や
漏
れ
が
発
生

し
や
す
い
状
況
で
し
た
。
さ
ら
に
、
業
務

の
中
に
は
定
型
業
務
で
す
が
、
処
理
が
複

雑
で
手
数
の
掛
か
る
も
の
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。Ｄ

Ｘ
施
策

　
ま
ず
２
０
０
８
年
頃
に
N
A
S
を

導
入
し
フ
ァ
イ
ル
共
有
を
行
い
ま
し

た
。
現
在
は 
M 

i c 

r 

o 

s 

o 

f t 

3 

6 

5
も
使
用
し
複
数
人
で
の
フ
ァ

イ
ル
同
時
編
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
E
x
c
e
l
・
A
c
c
e
s
s
を

用
い
、
受
注
登
録
管
理
シ
ス
テ
ム
や
出

退
勤
集
計
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
業
務
の

可
視
化
と
集
計
の
自
動
化
を
行
っ
て
い

ま
す
。
定
型
業
務
に
つ
い
て
は
、 

R P 

A

を
導
入
し
、
複
雑
な
処
理
を
自
動
化
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
T
 e a m
 s
で
W
 

E B
会
議
を
行
い
、
会
議
録
は
生
成 

A
 

I 

を
利
用
し
て
自
動
作
成
し
て
い
ま
す
。

顧
客
と
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
電
子
契

約
を
進
め
、
日
報
等
も
デ
ジ
タ
ル
化
し

て
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

成
　
果

　
シ
ス
テ
ム
化
し
た
こ
と
で
、
登
録
業
務

や
集
計
に
か
か
っ
て
い
た
時
間
が
大
幅
に

短
縮
さ
れ
、
ミ
ス
や
漏
れ
も
軽
減
し
ま
し

た
。
受
注
登
録
管
理
を
シ
ス
テ
ム
化
し
た

こ
と
で
、
以
前
は
各
店
舗
に
担
当
を
配
置 

し
て
い
ま
し
た
が
、作
業
効
率
が
上
が
り
、

5
店
舗
で
5
人
か
ら
2
人
に
集
約
し
、
3

名
は
接
遇
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
R P 

A
導
入
に
よ
り
、
定
型

業
務
の
自
動
化
が
進
み
、
日
々
の
作
業
負

担
が
大
き
く
減
り
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス

も
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
展
望

今
後
の
事
業
展
開
を
見
据
え
、
シ
ス
テ

ム
面
の
統
一
化
も
課
題
と
捉
え
て
い
ま

す
。
人
事
・
総
務
分
野
で
は
、
業
務
の
効

率
化
と
標
準
化
を
進
め
る
た
め
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
の
導
入
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
り
削
減
で
き
た

工
数
は
、
営
業
活
動
や
顧
客
対
応
な
ど
の

付
加
価
値
業
務
に
再
配
分
し
、
組
織
全
体

の
さ
ら
な
る
価
値
創
出
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp
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Profile

かわ   い       あつし

ハ
ワ
イ
の
日
系
人

　
今
夏
、
14
年
ぶ
り
に
ハ
ワ
イ
の
オ
ア
フ

島
に
観
光
で
訪
れ
た
。
飛
行
機
で
降
り

立
っ
た
ホ
ノ
ル
ル
国
際
空
港
だ
が
、
正
式

名
称
を
「
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｋ
・
イ
ノ
ウ
エ
国

際
空
港
」
と
変
更
し
て
い
た
。
ハ
ワ
イ
生

ま
れ
の
日
系
２
世
の
名
を
冠
し
た
も
の
で

あ
る
。
イ
ノ
ウ
エ
は
50
年
に
わ
た
っ
て
上

院
議
員
を
務
め
、
オ
バ
マ
元
大
統
領
に
も

「
こ
の
人
が
い
な
か
っ
た
ら
私
は
公
職
に

就
か
な
か
っ
た
」
と
言
わ
し
め
た
人
だ
。

　
１
９
４
１
年
12
月
７
日
（
ハ
ワ
イ
時

間
）、
日
本
海
軍
が
突
然
、
ハ
ワ
イ
の
真

珠
湾
基
地
に
襲
来
し
、
太
平
洋
戦
争
が
勃

発
し
た
。
当
時
の
ハ
ワ
イ
に
は
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
農
園
に
出
稼
ぎ
に
来
た
日
本
人
移
民

が
定
着
し
、
ハ
ワ
イ
社
会
に
お
け
る
日
系

人
の
割
合
は
４
割
近
く
に
達
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
、
敵
国

民
と
そ
の
子
孫
と
し
て
憎
ま
れ
、
ア
メ
リ

カ
本
土
に
い
る
12
万
の
日
系
人
は
強
制
収

容
所
に
送
ら
れ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
ハ
ワ

イ
の
日
系
人
た
ち
は
、
指
導
者
以
外
は
移

送
さ
れ
な
か
っ
た
。
強
制
収
容
し
て
し

ま
っ
た
ら
、
人
数
が
多
い
の
で
ハ
ワ
イ
社

会
が
ま
ひ
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
そ
う
し

た
中
、
ハ
ワ
イ
生
ま
れ
の
日
系
２
世
た
ち

は
、
自
分
が
ア
メ
リ
カ
国
民
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
た
め
、
続
々
と
兵
士
に
志
願

し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
ハ
ワ
イ
に
日
系

２
世
で
構
成
さ
れ
た
第
１
０
０
歩
兵
大
隊

が
生
ま
れ
、
本
土
の
第
４
４
２
連
隊
（
日

系
部
隊
）
に
編
入
さ
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦

線
に
投
入
さ
れ
た
。

　
彼
ら
は
「Go For Broke

（
当
た
っ

て
砕
け
ろ
）」
を
合
い
言
葉
に
、
す
さ
ま

じ
い
戦
い
ぶ
り
を
見
せ
た
。
戦
死
者
・
負

傷
者
は
数
知
れ
ず
、
パ
ー
プ
ル
・
ハ
ー
ト

部
隊
と
い
う
異
名
を
得
た
。
負
傷
兵
に
は

ハ
ー
ト
形
の
勲
章
が
授
与
さ
れ
る
か
ら

だ
。
信
じ
難
い
の
は
、
兵
の
数
よ
り
負
傷

者
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
１
人

で
何
度
も
負
傷
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

病
院
か
ら
の
脱
走
も
数
多
く
報
告
さ
れ
て

い
る
。
抜
け
出
し
て
戦
場
へ
勝
手
に
戻
っ

て
し
ま
う
の
だ
。
日
系
部
隊
の
活
躍
と
し

て
有
名
な
の
は
、
ド
イ
ツ
勢
力
内
に
取
り

残
さ
れ
た
テ
キ
サ
ス
大
隊
約
２
０
０
人
の

救
出
で
あ
る
。
こ
の
任
務
の
た
め
に
日
系

人
兵
士
１
８
４
人
が
戦
死
し
、
そ
の
数
倍

が
負
傷
し
た
。
救
出
部
隊
と
同
じ
数
の
犠

牲
者
を
出
し
た
わ
け
だ
。
か
く
し
て
日
系

人
部
隊
は
ア
メ
リ
カ
史
上
、
最
も
多
く
勲

章
を
受
け
た
部
隊
と
な
っ
た
。

　
１
９
４
６
年
、
４
４
２
連
隊
は
ト
ル
ー

マ
ン
大
統
領
か
ら
７
回
目
の
感
謝
状
を
受

け
取
っ
た
。
そ
の
際
大
統
領
は
「
諸
君
は

世
界
の
自
由
の
た
め
に
戦
っ
た
。（
略
）

敵
と
戦
っ
た
だ
け
で
な
く
、
偏
見
に
対
し

て
も
戦
っ
た
。
そ
し
て
勝
っ
た
。
そ
の
闘

い
を
続
け
よ
。（
略
）
勝
ち
続
け
よ
。
こ
の

偉
大
な
共
和
国
が
、
そ
の
憲
法
の
い
う
と

お
り
『
す
べ
て
の
人
び
と
の
幸
福
を
す
べ

て
の
時
に
』
を
堅
持
す
る
国
に
な
る
よ
う

に
」（『
真
珠
湾
と
日
系
人
』
西
山
千
著
／

サ
イ
マ
ル
出
版
会
）、
そ
う
た
た
え
た
。

　
こ
う
し
た
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
の
末
、
ハ

ワ
イ
の
日
系
人
は
、
ア
メ
リ
カ
で
社
会
的

信
用
を
取
り
戻
し
た
の
だ
。
ダ
ニ
エ
ル
・

Ｋ
・
イ
ノ
ウ
エ
は
、
そ
ん
な
第
１
０
０
歩

兵
大
隊
に
属
し
、
片
腕
を
失
い
な
が
ら
英

雄
的
な
活
躍
を
し
た
日
系
人
部
隊
の
リ
ー

ダ
ー
の
１
人
で
あ
る
。

2026.1
15 出雲商工会議所報



第172回 簿記検定試験（統一試験）

ネット試験（２級・３級のみ）

★簿記検定は、「統一試験方式」「ネット試験方式（２級・３級のみ）」の２つの試験方法を
ご利用いただけます。

商工会議所が認定したテストセンターで、パソコンを使用しインターネットを介して施行
しています。受験者の都合や学習の到達度に合わせて随時受験が可能です。

総務企画課 ☎0853-25-3706
－お問合せ先－

試 験 日
2026年2月22日（日）
　２級　  13：30～　  90分
　３級　　 9：00～　  60分

受 験 会 場 出雲商工会館（出雲市大津町1131-1）

申 込 方 法

1/6（火）～1/26（月）の期間に、
下記のいずれかの方法でお申し込みください。
①当所窓口で申込み（平日9：00～17：00）
②ネット申込み
※定員制の先着順とし、申込者が定員に達した場合、申込受付期間中

でも受付を終了します。

定 員 ２級：80名、３級：80名

受 験 料
（ 税 込 ）

２級：5,500円　　３級：3,300円
（ネット申込の場合、受験料の他に手数料がかかります。）

合 格 基 準 70点以上

受 験 申 込

委託先㈱CBT-Solutions専用ＨＰから申込
※初めてCBT-Solutionsで受験される方は、ユーザIDとパス

ワードの取得が必要です。受験者専用ページ（My Page）が
作られ、申込・変更・キャンセル等一連の手続きが行えます。
スマートフォンからも申込可能です。

受 験 料
（ 税 込 ）

2級：5,500円、3級：3,300円
※事務手数料550円が別途発生します。

試 験 当 日

申込時に選択した受験会場にて受付・受験
試験時間は2級90分、3級60分
市内では、以下のテストセンターで受験できます。
CBT出雲テストセンター

（出雲市大津町 1131-1　出雲商工会館 4F）

合 格 発 表 試験当日に即時採点→合否判定　合格者にはデジタル合格証発行

【CBT試験の申込方法や当日についてのお問合せ】
受験サポートセンター℡ 03-5209-0553（8:30 ～ 17:30 ※年末年始除く）

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp

2026.1
16出雲商工会議所報

ゆめタウン出雲東館3F

上映時間は
こちらから！

T・ジョイ出雲の映画ランキングT・ジョイ出雲の映画ランキング

※現在は上映が終了している場合がございます

©2025 CADENCE PRODUCTIONS LIMITED

大ヒット公開中

1位 「ズートピア２」
2位 「TOKYOタクシー」
3位 「栄光のバックホーム」
4位 「爆弾」
5位 「劇場版 呪術廻戦『渋谷事変 特別編集版』×『死滅回游 先行上映』」

11/16～12/15までの集計

「ワーキングマン」
作品紹介　

1月ピックアップ映画作品1月ピックアップ映画作品

元特殊部隊員のレヴォン・ケイド(ジェイソン・ステイサム)は、
危険な世界から身を引き、現場監督として安全第一を
モットーに働いていた。
レヴォンは平穏な生活を送り、娘の良き父親になりたいと
願っていたが、恩人である建設現場の上司の娘
ジェニーが失踪してしまう。
レヴォンは行方不明のジェニーを捜索するうちに、人身売買を
生業とする巨大な犯罪組織の存在を突き止め、封印していた
特殊部隊のスキルを発動し、熾烈な戦いへと身を投じていくー。

▲Web応募は
　こちらから

正解者の中から、抽選で3名様に図書カード
を差しあげます。
なお、当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

12
月
号
答
え

〈
ル
ー
ル
〉

• 空いたマスに1から9までの数字を埋めて完成させましょう。
• タテ・ヨコ各9列と太線で囲んだブロック（3×3の9マス）の中に同じ数字は
使えません。
• 最後に、二重枠に入る二つの数字の合計をお答えください。

◆応募方法
◆記入事項

◆応募先

◆締め切り

はがき、メール、またはWebで応募
答えと郵便番号・住所・事業所名・氏
名のほか、必ず本誌へのご意見、ご感
想、今月号の記事の中で心に残った内
容などをご記入ください。

〒693-0011出雲市大津町1131-1
出雲商工会議所「ナンプレ」係
izm@izmcci.or.jp 
件名「ナンプレ」

答：2

2026.1
17 出雲商工会議所報
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1 9 6 5 3 7 2 8 4
7 2 4 8 6 9 3 5 1
2 7 1 4 9 5 8 6 3
6 5 8 1 2 3 9 4 7
3 4 9 6 7 8 5 1 2



第172回 簿記検定試験（統一試験）

ネット試験（２級・３級のみ）

★簿記検定は、「統一試験方式」「ネット試験方式（２級・３級のみ）」の２つの試験方法を
ご利用いただけます。

商工会議所が認定したテストセンターで、パソコンを使用しインターネットを介して施行
しています。受験者の都合や学習の到達度に合わせて随時受験が可能です。

総務企画課 ☎0853-25-3706
－お問合せ先－

試 験 日
2026年2月22日（日）
　２級　  13：30～　  90分
　３級　　 9：00～　  60分

受 験 会 場 出雲商工会館（出雲市大津町1131-1）

申 込 方 法

1/6（火）～1/26（月）の期間に、
下記のいずれかの方法でお申し込みください。
①当所窓口で申込み（平日9：00～17：00）
②ネット申込み
※定員制の先着順とし、申込者が定員に達した場合、申込受付期間中

でも受付を終了します。

定 員 ２級：80名、３級：80名

受 験 料
（ 税 込 ）

２級：5,500円　　３級：3,300円
（ネット申込の場合、受験料の他に手数料がかかります。）

合 格 基 準 70点以上

受 験 申 込

委託先㈱CBT-Solutions専用ＨＰから申込
※初めてCBT-Solutionsで受験される方は、ユーザIDとパス

ワードの取得が必要です。受験者専用ページ（My Page）が
作られ、申込・変更・キャンセル等一連の手続きが行えます。
スマートフォンからも申込可能です。

受 験 料
（ 税 込 ）

2級：5,500円、3級：3,300円
※事務手数料550円が別途発生します。

試 験 当 日

申込時に選択した受験会場にて受付・受験
試験時間は2級90分、3級60分
市内では、以下のテストセンターで受験できます。
CBT出雲テストセンター

（出雲市大津町 1131-1　出雲商工会館 4F）

合 格 発 表 試験当日に即時採点→合否判定　合格者にはデジタル合格証発行

【CBT試験の申込方法や当日についてのお問合せ】
受験サポートセンター℡ 03-5209-0553（8:30 ～ 17:30 ※年末年始除く）

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp

2026.1
16出雲商工会議所報

ゆめタウン出雲東館3F

上映時間は
こちらから！

T・ジョイ出雲の映画ランキングT・ジョイ出雲の映画ランキング

※現在は上映が終了している場合がございます

©2025 CADENCE PRODUCTIONS LIMITED

大ヒット公開中

1位 「ズートピア２」
2位 「TOKYOタクシー」
3位 「栄光のバックホーム」
4位 「爆弾」
5位 「劇場版 呪術廻戦『渋谷事変 特別編集版』×『死滅回游 先行上映』」

11/16～12/15までの集計

「ワーキングマン」
作品紹介　

1月ピックアップ映画作品1月ピックアップ映画作品

元特殊部隊員のレヴォン・ケイド(ジェイソン・ステイサム)は、
危険な世界から身を引き、現場監督として安全第一を
モットーに働いていた。
レヴォンは平穏な生活を送り、娘の良き父親になりたいと
願っていたが、恩人である建設現場の上司の娘
ジェニーが失踪してしまう。
レヴォンは行方不明のジェニーを捜索するうちに、人身売買を
生業とする巨大な犯罪組織の存在を突き止め、封印していた
特殊部隊のスキルを発動し、熾烈な戦いへと身を投じていくー。

▲Web応募は
　こちらから

正解者の中から、抽選で3名様に図書カード
を差しあげます。
なお、当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

12
月
号
答
え

〈
ル
ー
ル
〉

• 空いたマスに1から9までの数字を埋めて完成させましょう。
• タテ・ヨコ各9列と太線で囲んだブロック（3×3の9マス）の中に同じ数字は
使えません。
• 最後に、二重枠に入る二つの数字の合計をお答えください。

◆応募方法
◆記入事項

◆応募先

◆締め切り

はがき、メール、またはWebで応募
答えと郵便番号・住所・事業所名・氏
名のほか、必ず本誌へのご意見、ご感
想、今月号の記事の中で心に残った内
容などをご記入ください。

〒693-0011出雲市大津町1131-1
出雲商工会議所「ナンプレ」係
izm@izmcci.or.jp 
件名「ナンプレ」

答：2

2026.1
17 出雲商工会議所報
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1 9 6 5 3 7 2 8 4
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2 7 1 4 9 5 8 6 3
6 5 8 1 2 3 9 4 7
3 4 9 6 7 8 5 1 2



出雲保健所からのお知らせ

健康づくり
情報

働きざかりの

℡ 

0
8
5
3 

21
‐
8
7
8
5

お
問
合
せ
先

出
雲
保
健
所 

健
康
増
進
課

高血圧の診断基準（単位mmHg）
血圧には健診や医療機関で測る「診察室血圧」と
自宅で測る「家庭血圧」があり、高血圧の診断では
「家庭血圧」が優先されます。

家庭血圧 診察室血圧判
定

　
　高血
圧

収縮期（最高）/拡張期（最低） 収縮期（最高）/拡張期（最低）

135
以上

85
以上

かつ／
または

140
以上

90
以上

かつ／
または

（高血圧管理・治療ガイドライン2025を参照）

【血圧の正しい測り方】

笑うと顔の
片方がゆがむ

症状は１つだけでなく重複して起こることも
あります。症状がすぐに消えても放置せず、
必ず受診してください。

視野に
違和感がある

ろれつが
まわらない

体の片方が
しびれる

突然の
激しい頭痛

 
生
活
習
慣
を
見
直
し
て

「
脳
卒
中
」を
予
防
し
よ
う
！

椅子に座って１～２分の安静後に測りましょう

参考：「毎日、血圧を測りましょう」島根県作成「脳卒中予防」等啓発資料

ポイントは「突然」と「片側」

★
脳
卒
中
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
り
（
脳
梗
塞
）、

破
れ
た
り
（
脳
出
血
）
す
る
病
気
を
ま
と

め
て
脳
卒
中
と
言
い
ま
す
。

　
出
雲
圏
域
の
脳
卒
中
発
症
率
は
島
根
県

よ
り
も
高
く
、
男
性
で
は
40
歳
以
降
、
女

性
で
は
50
歳
以
降
か
ら
発
症
さ
れ
る
方
が

増
え
て
い
ま
す
。（
令
和
５
年
島
根
県
脳

卒
中
発
症
者
状
況
調
査
よ
り
）。

　
塩
分
の
と
り
す
ぎ
・
肥
満
・
運
動
不
足

な
ど
の
不
健
康
な
生
活
習
慣
が
続
く
と
、

高
血
圧
や
糖
尿
病
に
な
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
が
さ
ら
に
進
む
と
、
血
管
が
硬

く
な
り
（
動
脈
硬
化
）、
脳
卒
中
や
心
臓

病
を
発
症
し
、
寝
た
き
り
や
介
護
が
必
要

な
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

★
自
分
の
血
圧
を
知
り
ま
し
ょ
う

　
脳
卒
中
は
高
血
圧
と
深
い
関
係
が
あ

り
、
出
雲
圏
域
で
脳
卒
中
を
発
症
し
た
人

の
約
７
割
が
高
血
圧
で
し
た
。（
令
和
５

年
島
根
県
脳
卒
中
発
症
者

状
況
調
査
よ
り
）。

　
高
血
圧
は
自
覚
症
状
が

あ
ま
り
な
く
、
気
づ
か
な

い
う
ち
に
進
行
し
ま
す
。
毎
日
時
間
を
決
め

て
血
圧
を
測
り
、記
録
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
高
血
圧
治
療
中
の
方
は
自
己
判
断
で
治

療
や
服
薬
を
中
断
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
　

★
脳
卒
中
の
予
防
の
た
め
に

　
ま
ず
は
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ

う
。
脳
卒
中
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
毎

日
の
食
事
や
運
動
等
の
生
活
習
慣
が
大
切

で
す
。

 

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

　
過
食
や
偏
食
を
避
け
、
規
則
正
し
い
食

事
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
る
、
薄
味
を
心
が

け
塩
分
の
と
り
す
ぎ
に
気
を
つ
け
る
、
野

菜
は
た
っ
ぷ
り
、
甘
い
も
の
や
脂
っ
ぽ

い
も
の
は
控
え
め
に
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

 

運
動
の
ポ
イ
ン
ト

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動

は
、
血
圧
や
血
糖
値
を
下
げ
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　
運
動
不
足
の
方
は
、
ま
ず
は
普
段
よ
り

10
分
多
く
体
を
動
か
す
こ
と
を
意
識
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

※
脳
卒
中
と
診
断
さ
れ
て
い
る
方
や
運
動
　
　

　
制
限
の
あ
る
方
は
、
主
治
医
と
相
談
し

　
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

 

禁
煙
の
ポ
イ
ン
ト

　
喫
煙
は
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
る
大
き

な
リ
ス
ク
で
す
。
喫
煙
中
の
方
は
禁
煙
を

検
討
し
ま
し
ょ
う
。
禁
煙
治
療
が
受
け
ら

れ
る
医
療
機
関
や
禁
煙
相
談
が
で
き
る
禁

煙
支
援
薬
局
が
あ
り
ま
す
。

※
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　
　
　
詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼

　
　
　
　
　（
島
根
県
Ｈ
Ｐ
）

★
何
か
変
だ
な
…
と
思
っ
た
ら

　
　
　も
し
か
し
て
〝
脳
卒
中
〟
か
も
⁉

　
次
の
症
状
が
出
た
ら
、
脳
卒
中
の
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
す
ぐ
に
〝
1
1
9
番
〟

し
ま
し
ょ
う
。
症
状
が
出
て
か
ら
４
・
５

時
間
以
内
の
受
診
が
必
要
で
す
。
早
く
受

診
し
治
療
す
る
ほ
ど
、
後
遺
症
は
軽
く
て

す
み
ま
す
。
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は
「
い

つ
ご
ろ
か
ら
」「
ど
ん
な
症
状
か
」
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp

2026.1
18出雲商工会議所報

2026.1
19 出雲商工会議所報



出雲保健所からのお知らせ

健康づくり
情報

働きざかりの

℡ 

0
8
5
3 

21
‐
8
7
8
5

お
問
合
せ
先

出
雲
保
健
所 

健
康
増
進
課

高血圧の診断基準（単位mmHg）
血圧には健診や医療機関で測る「診察室血圧」と
自宅で測る「家庭血圧」があり、高血圧の診断では
「家庭血圧」が優先されます。

家庭血圧 診察室血圧判
定

　
　高血
圧

収縮期（最高）/拡張期（最低） 収縮期（最高）/拡張期（最低）

135
以上

85
以上

かつ／
または

140
以上

90
以上

かつ／
または

（高血圧管理・治療ガイドライン2025を参照）

【血圧の正しい測り方】

笑うと顔の
片方がゆがむ

症状は１つだけでなく重複して起こることも
あります。症状がすぐに消えても放置せず、
必ず受診してください。

視野に
違和感がある

ろれつが
まわらない

体の片方が
しびれる

突然の
激しい頭痛

 

生
活
習
慣
を
見
直
し
て

「
脳
卒
中
」を
予
防
し
よ
う
！

椅子に座って１～２分の安静後に測りましょう

参考：「毎日、血圧を測りましょう」島根県作成「脳卒中予防」等啓発資料

ポイントは「突然」と「片側」

★
脳
卒
中
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
り
（
脳
梗
塞
）、

破
れ
た
り
（
脳
出
血
）
す
る
病
気
を
ま
と

め
て
脳
卒
中
と
言
い
ま
す
。

　
出
雲
圏
域
の
脳
卒
中
発
症
率
は
島
根
県

よ
り
も
高
く
、
男
性
で
は
40
歳
以
降
、
女

性
で
は
50
歳
以
降
か
ら
発
症
さ
れ
る
方
が

増
え
て
い
ま
す
。（
令
和
５
年
島
根
県
脳

卒
中
発
症
者
状
況
調
査
よ
り
）。

　
塩
分
の
と
り
す
ぎ
・
肥
満
・
運
動
不
足

な
ど
の
不
健
康
な
生
活
習
慣
が
続
く
と
、

高
血
圧
や
糖
尿
病
に
な
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
が
さ
ら
に
進
む
と
、
血
管
が
硬

く
な
り
（
動
脈
硬
化
）、
脳
卒
中
や
心
臓

病
を
発
症
し
、
寝
た
き
り
や
介
護
が
必
要

な
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

★
自
分
の
血
圧
を
知
り
ま
し
ょ
う

　
脳
卒
中
は
高
血
圧
と
深
い
関
係
が
あ

り
、
出
雲
圏
域
で
脳
卒
中
を
発
症
し
た
人

の
約
７
割
が
高
血
圧
で
し
た
。（
令
和
５

年
島
根
県
脳
卒
中
発
症
者

状
況
調
査
よ
り
）。

　
高
血
圧
は
自
覚
症
状
が

あ
ま
り
な
く
、
気
づ
か
な

い
う
ち
に
進
行
し
ま
す
。
毎
日
時
間
を
決
め

て
血
圧
を
測
り
、記
録
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
高
血
圧
治
療
中
の
方
は
自
己
判
断
で
治

療
や
服
薬
を
中
断
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
　

★
脳
卒
中
の
予
防
の
た
め
に

　
ま
ず
は
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ

う
。
脳
卒
中
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
毎

日
の
食
事
や
運
動
等
の
生
活
習
慣
が
大
切

で
す
。

 

食
事
の
ポ
イ
ン
ト

　
過
食
や
偏
食
を
避
け
、
規
則
正
し
い
食

事
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
る
、
薄
味
を
心
が

け
塩
分
の
と
り
す
ぎ
に
気
を
つ
け
る
、
野

菜
は
た
っ
ぷ
り
、
甘
い
も
の
や
脂
っ
ぽ

い
も
の
は
控
え
め
に
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

 

運
動
の
ポ
イ
ン
ト

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動

は
、
血
圧
や
血
糖
値
を
下
げ
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　
運
動
不
足
の
方
は
、
ま
ず
は
普
段
よ
り

10
分
多
く
体
を
動
か
す
こ
と
を
意
識
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

※
脳
卒
中
と
診
断
さ
れ
て
い
る
方
や
運
動
　
　

　
制
限
の
あ
る
方
は
、
主
治
医
と
相
談
し

　
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

 

禁
煙
の
ポ
イ
ン
ト

　
喫
煙
は
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
る
大
き

な
リ
ス
ク
で
す
。
喫
煙
中
の
方
は
禁
煙
を

検
討
し
ま
し
ょ
う
。
禁
煙
治
療
が
受
け
ら

れ
る
医
療
機
関
や
禁
煙
相
談
が
で
き
る
禁

煙
支
援
薬
局
が
あ
り
ま
す
。

※
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　
　
　
詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼

　
　
　
　
　（
島
根
県
Ｈ
Ｐ
）

★
何
か
変
だ
な
…
と
思
っ
た
ら

　
　
　も
し
か
し
て
〝
脳
卒
中
〟
か
も
⁉

　
次
の
症
状
が
出
た
ら
、
脳
卒
中
の
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
す
ぐ
に
〝
1
1
9
番
〟

し
ま
し
ょ
う
。
症
状
が
出
て
か
ら
４
・
５

時
間
以
内
の
受
診
が
必
要
で
す
。
早
く
受

診
し
治
療
す
る
ほ
ど
、
後
遺
症
は
軽
く
て

す
み
ま
す
。
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は
「
い

つ
ご
ろ
か
ら
」「
ど
ん
な
症
状
か
」
伝
え

て
く
だ
さ
い
。
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出雲商工会議所報出雲1月号（通巻698号）
発行日／
発行所／

発行人／
印刷所／

令和8年1月10日
出雲商工会議所
〒693-0011　出雲市大津町1131-1
松本 新吾
武永印刷株式会社

ジョイメイトしまねが
社員の皆様の福利厚生を
サポートします!

「2,029事業所・29,661人をサポート中」まずはお電話下さい! ジョイメイトしまね ☎（0852）28-6555

◎ジョイメイトしまねに加入すると以下のようなサポートが受けられます。

●会　費：一人月額1,000円（年間12,000円）

記載のサービスは一例です
。

（一財）島根県東部勤労者共済会

令和7年4月1日現在

健康診断
円補助

インフルエンザ予防接種
円補助（1回/年度）

歯科健診（歯科治療含む）

円補助（1回/年度）
永年勤続

円～ 円給付

5年に1度

祝金・見舞金給付
（例）結婚祝金 円

ドライブレコーダー購入
円補助（1回/5年度）

ETC装着セットアップ
円補助（1回/年度）

ジョイメイトしまね推奨ツアー
円 円補助

ツアー
円割引

（指定の旅行代理店）

隠岐汽船（1回/年度）
円割引

割引指定店お食事割引券
円プレゼント
（指定店）

抽選で

熟年夫婦旅行
円割引

隔年

忘・新年会（指定店利用）
円
円

宿泊付き又は日帰り（1回
/年度）

何事もウマくいく
年になりそう！

あけまして
おめでとう
ございます！

会議所カレンダー会議所カレンダー会議所カレンダー 1/10㈯
▼
2/9㈪

今後の主な動き

出雲商工会議所
マスコットキャラクター

企業と地域の応援団

しょうこりんいずもっち

1月

14 水 定例商工相談（法律）
15 木 女性会新年賀会
19 月 定例商工相談（発明）
20 火 IT なんでも相談会
26 月 青年部　1月通常総会・新春例会

29 木
常議員会
出雲地域経済団体協議会 新春講演会・新年賀会

2月

3 火 出雲直会バル2026（4日（水）、10日（火）、11日（水））

4 水
出雲市議会商工議員連盟との懇談会
定例商工相談（税務）

5 木 食品観光サービス部会総会・新酒試飲会

9 月
定例商工相談（法律）
サービス部会総会・研修会

https://www.izmcci.or.jp  mail:izm@izmcci.or.jp

2026.1
20出雲商工会議所報

・窓口での相談 ・事業計画策定支援 ・創業セミナー・創業塾開催
・各種専門家派遣 ・補助金申請支援 ・資金調達支援
・M&Aマッチング支援 ・ビジネスマッチング支援 ・販路開拓・拡大支援
・創業後フォローアップ ・その他の支援
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「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／
福祉制度でサポートしています。
アクサ生命保険株式会社　山陰支社　出雲営業所　　〒693-0011 島根県出雲市大津町1131-1 出雲商工会館4F　TEL：0853-23-6276
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